
重点目標 １男女共同参画社会の形成を阻害する社会制度・慣行の見直し，意識の改革

施策の方向 (1)男女共同参画の視点に立った制度や慣行の見直し

施策の概要 ①男女共同参画の推進に関する施策の総合的・計画的実施

具体的施策 男女共同参画社会の形成に配慮した施策の策定・実施

事業・取組名 男女共同参画推進事業
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 306千円 H28 4,867千円
(当初予算額)

１ 目 的
庁内をはじめとする男女共同参画の推進体制を整備し，男女共同参画関連施策の総合的・計画的

な推進を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

男女共同参画関連施策・事業の総合的・計画的な推進を図るため，男女共同参画審議会及び推進
本部会議等を開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

・県の施策の実施状況等,男女共同参画の推進に ・県の施策の実施状況等,男女共同参画の推進に関
事業・取組の 関する事項についての調査審議 する事項についての調査審議
具体的実施状 男女共同参画審議会 H27.9.9 男女共同参画審議会 H28. 7.28
況 ・各部局の計画の進捗状況の確認 H29. 1予定

男女共同参画推進本部幹事会 H27.9.1 同専門部会 H28.12予定
・各部局の計画の進捗状況の確認

男女共同参画推進本部会議 H29. 2予定
同幹事会 H28.11予定
同推進員会 H28.8.9

・第２次県男女共同参画基本計画中間評価の実施

具体的施策 男女共同参画基本計画に基づく施策の進行管理

事業・取組名 男女共同参画推進事業【再掲】
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 306千円 H28 4,867千円
(当初予算額)

１ 目 的
庁内をはじめとする男女共同参画の推進体制を整備し，男女共同参画関連施策の総合的・計画的

な推進を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

男女共同参画関連施策・事業の総合的・計画的な推進を図るため，男女共同参画審議会及び推進
本部会議等を開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

男女共同参画審議会 H27. 9. 9 男女共同参画審議会 H28. 7.28
事業・取組の 男女共同参画推進本部幹事会 H27. 9. 1 H29. 1予定
具体的実施状 ・男女共同参画の実施状況について「男女共同 男女共同参画推進本部会議 H29. 2予定
況 参画推進施策進行管理票」により進行管理 同幹事会 H28.12予定

同推進員会 H28.8.9
・男女共同参画の実施状況について「男女共同参画

推進施策進行管理票」により進行管理
・第２次男女共同参画基本計画中間評価の実施予定

施策の概要 ②県民の意見を反映させた男女共同参画関連施策策定・実施

具体的施策 男女共同参画に関する県の施策に対する県民の申出への対応

事業・取組名 男女共同参画に関する県の施策に対する申出処理制度
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
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(当初予算額)

１ 目 的
県が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共同参画に影響を及ぼすと認められる施

策について，県民や民間団体等から申出を受けることにより，県民の声を男女共同参画社会づくり
事業・取組の に活かす。
目的，概要

２ 概 要
「男女共同参画関連施策に対する申出処理制度」に基づき，県民や民間団体等からの申出があっ

たときは，適切に処理する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ・申出なし ・男女共同参画地域推進員等連絡会議において申出
具体的実施状 ・男女共同参画地域推進員等連絡会議において 制度について説明
況 申出制度について説明 ・男女共同参画の施策等について申出があった場合

は，適切に処理する。

施策の概要 ③社会的性別（ジェンダー）に配慮した相談体制の充実

具体的施策 性別に起因する問題や悩みを抱える県民からの相談への対応

事業・取組名 男女共同参画相談事業
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 7,522千円 H28 7,476千円
(当初予算額)

１目 的
事業・取組の 性別に起因する（男女共同参画を阻害する行為等に関する）問題や悩みを抱える県民を支援す
目的，概要 る。

２概 要
男女共同参画相談員が対応する一般相談（電話相談・面接相談）及び弁護士や精神科医等が対応

する専門相談を実施する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 男女共同参画相談事業 １ 男女共同参画相談事業
事業・取組の ①一般相談 （男女共同参画相談員） ①一般相談 （男女共同参画相談員）
具体的実施状 ・電話相談 １，９１７件 ・電話相談
況 ・面接相談 １６８件 ・面接相談

（計）２，０８５件 ・相談時間
・相談時間 水曜日～日曜日 9:00～17:00

水曜日～日曜日 9:00～17:00 火曜日（休館日翌日）9:00～20:00
火曜日（休館日翌日）9:00～20:00

②専門相談 ②専門相談
・法律相談 ３８件 ・女性のための法律相談

毎月第１・３火曜日 13:30～16:30 毎月第１・３火曜日 13:30～16:30
・メンタルヘルス相談 １１件 ・メンタルヘルス相談

毎月第３木曜日 13:30～16:30 毎月第３木曜日 13:30～16:30
・男性相談 １７件 ・男性相談

毎月第２土曜日 9:30～16:30 毎月第２土曜日 9:30～16:30
①＋② ２，１５１件

具体的施策 様々な相談窓口における相談対応

事業・取組名 若者自立支援対策推進事業
(予算事業名) （かごしま子ども・若者総合相談センター事業， 所管課等 青少年男女共同参画課

ひきこもり地域支援センター事業）

事 業 主 体 鹿児島県青少年育成県民会 予 算 額 H27 25,800千円 H28 25,645千円
議 (当初予算額)

１ 目的
子ども・若者自立支援について，行政やＮＰＯ，関係機関・団体が一体となって連携・協力し，

効率的な支援への取組を推進する。
事業・取組の ２ 概要
目的，概要 (1) 相談窓口の運営

・「かごしま子ども・若者総合相談センター」の運営
ひきこもりを含むさまざまな相談（フリーター，ニート，不登校，いじめ，非行など）に

一括して対応し，適切な指導・助言などを行う。
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・「ひきこもり地域支援センター」の運営
ひきこもり本人及び家族からの相談に対する相談窓口を運営する。

(2) 「かごしま子ども・若者支援地域協議会」の運営
関係機関・団体が相互に連携した支援ネットワークのための協議会を設立し，子ども・若者育

成支援に関する様々な情報やそれぞれの関係機関・団体の取組等の情報の共有化を図るととも
に，連携・協力体制を確立し，様々なケースに応じた適切な支援を行う

(3) 自立支援策の展開
自立に向けた支援や意識啓発等のため，ＮＰＯ法人等を活用した支援策の展開を図る。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

かごしま子ども・若者支援地域協議会の運営 かごしま子ども・若者支援地域協議会の運営
事業・取組の ＮＰＯ等を含む自立支援のための24の関係機 ＮＰＯ等を含む自立支援のための25の関係機関
具体的実施状 関・団体で構成され，必要な情報交換や支援の ・団体で構成され，必要な情報交換や支援の内容
況 内容に関する協議などを実施 に関する協議などを実施

① 代表者会議の開催 ① 代表者会議の開催
・期 日 平成27年5月14日 ・期 日 平成28年5月12日
・場 所 鹿児島県青少年会館 ・場 所 鹿児島県青少年会館

② 実務者連絡会議の開催 ② 実務者連絡会議の開催
・期 日 平成27年5月27日,8月26日, ・必要に応じて開催

10月15日,平成28年3月31日
・場 所 鹿児島県青少年会館

(10/15は霧島市すこやか保健ｾﾝﾀｰ)

事業・取組名 精神保健福祉センター事業
(予算事業名) 所管課等 障害福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,670千円 H28 2,510千円
(当初予算額)

１ 目的
精神保健及び精神障害者の福祉に関する相談及び専門的な立場に立った保健所等関係機関への技

術援助等を行い，精神保健の向上及び精神障害者の福祉の増進を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概要

(1) 精神保健福祉に関する相談
ＤＶ，アルコール依存等を含む精神保健福祉相談を行う。

(2) 保健所等の精神保健福祉業務に関する技術援助及び指導
県民の身近な相談窓口である保健所や市町村担当職員等に対し，研修会の実施等により，専門

的立場から技術支援を行う。
(3) 関係団体育成のための指導及び援助

女性への暴力の要因のひとつとなっているアルコールやギャンブル等依存症に対する相談や断
酒に係る自助グループの指導及び支援を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 精神保健福祉に関する相談 １ 精神保健福祉に関する相談
事業・取組の 来所相談 ３４１件 来所及び電話相談に随時対応する。
具体的実施状 電話相談 １，４５７件 ２ 保健所等の精神保健福祉業務に関する技術
況 合 計 １，７９８件 援助及び指導

２ 保健所等の精神保健福祉業務に関する技術 研修会の開催等により技術的支援に取り組
援助及び指導 む。

１３８回 ３ 関係団体育成のための指導及び援助
３ 関係団体育成のための指導及び援助 研修会や例会の開催をとおして指導を行う。

４３回

事業・取組名 心の健康づくり推進事業
(予算事業名) 所管課等 障害福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,799千円 H28 2,799千円
(当初予算額)

１ 事業内容 こころの電話（相談窓口）

２ 目 的 社会変動に伴う県民の精神的不安等こころの悩みについて電話による相談を受け，
事業・取組の 相談員や専門医等による適切なカウンセリングを行うことによって，自殺等の防
目的，概要 止や健全な精神的健康の保持推進を図ることにより，こころの健康対策に資する。

３ 実施主体 県（鹿児島県精神保健福祉協議会へ委託）

４ 実施方法 専用電話を設置し，電話相談員２名（常勤１，非常勤１）が無料で相談にあたる。

５ 相談時間 午前９時00分から午後４時30分まで（土・日・祝祭日は除く）
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Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 相談件数 １ 相談事業
事業・取組の 総数 4，964 件 電話相談に随時対応する。
具体的実施状
況 ２ 相談窓口の周知

自殺予防週間の街頭キャンペーンや自殺対策
強化月間等を通じて，こころの電話の情報を掲
載したパンフレット等を配布し，周知を図る。

事業・取組名 自殺予防対策事業
(予算事業名) 所管課等 障害福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 3，045千円 H28 3，052千円
(当初予算額)

１ 事業内容 自殺予防情報センターの運営（相談窓口）

２ 目 的 自殺者の親族や自殺を考えている者，自殺未遂者等からの相談に応じ，適切な指
事業・取組の 導又は助言を行う
目的，概要

３ 実施主体 県

４ 実施方法 来所相談及び電話相談等に対応。相談員１名（非常勤）が無料で相談にあたる。

５ 相談日時 月・木 ９:00～12:00，13:00～16:00

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

○自殺に関する相談件数 ○相談事業
事業・取組の 総数 502 件 ・来所及び電話相談等に随時対応する。
具体的実施状 来所相談 21 件 ・相談内容に応じ，専門相談機関を紹介する
況 電話相談 481 件 など，関係機関との連携を図る。

合 計 502件
○相談窓口の周知

○自死遺族に関する相談件数 自殺予防週間の街頭キャンペーンや自殺対策
総数 49 件 強化月間等を通じて，自殺予防情報センターの

情報を掲載したパンフレット等を配布し，周知
を図る。

事業・取組名 婦人保護更生費
(予算事業名) 所管課等 子ども福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 5,245千円 H28 5,196千円
(当初予算額)

１ 婦人保護更生費
①目 的 啓蒙活動を通じて県民の意識喚起と売春対策の推進を図る。
②概 要 「女性に対する暴力をなくす運動」に関する県民の意識喚起と売春対策の推進

事業・取組の ③実施主体 県
目的，概要

２ 婦人相談員費
①目 的 困難な問題を抱える要保護女子の相談に応じ，必要な指導を行って更生を図る。
②概 要 女性相談センターに婦人相談員を配置し，要保護女子の相談に応じる。
③実施主体 県

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

婦人相談員研究協議会への参加 婦人相談員研究協議会への参加。
事業・取組の
具体的実施状 婦人相談員 ４名 婦人相談員 ４名
況 相談件数 ２，０８４件 要保護女子等からの相談，指導等の実施

（うちＤＶ相談４４１件）

事業・取組名 婦人保護費
(予算事業名) 所管課等 子ども福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 13,111千円 H28 13,487千円
(当初予算額)

１ 配偶者暴力相談支援対策費
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①目 的 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るため，相談，調査，判定，指導及
事業・取組の び収容保護を行う。
目的，概要 ②概 要 ＤＶ被害者等からの各般の相談に応じ指導，一時保護その他の援助を行う。

③実施主体 県

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の 婦人相談員 ４名 婦人相談員 ４名
具体的実施状 相談件数 ２，０８４件 要保護女子等からの相談，指導等の実施
況 （うちＤＶ相談４４１件）

事業・取組名 女性健康支援センター事業
(予算事業名) 所管課等 子ども福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,158千円 H28 1,133千円
(当初予算額)

１ 目的
思春期から更年期に至る女性に対し，婦人科的疾患及び更年期障害み等，女性の健康に関する情

報提供や相談を行う。
事業・取組の また，望まない妊娠，出産は虐待の要因になりかねないため，避妊,中絶，出産等について的確
目的，概要 な判断が行えるよう情報提供や相談支援を行う。

２ 概要
専門相談窓口（鹿児島県助産師会），一般相談窓口（県保健所）の設置及び相談従事者の研修会

の開催を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ・相談窓口の設置 [相談件数] ・相談窓口の設置
具体的実施状 専門相談窓口（鹿児島県助産師会）[85] 専門相談窓口（鹿児島県助産師会）
況 一般相談窓口（県内１３保健所）[37] 一般相談窓口（県内１３保健所）

・女性の健康相談従事者研修会の開催
・女性の健康相談従事者研修会の開催 （１回／年）

H27.8.18開催 参加者：59人

事業・取組名 不妊専門相談センター事業
(予算事業名) 所管課等 子ども福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 953千円 H28 957千円
(当初予算額)

１ 目的
不妊に悩む夫婦等に対し，専門的な相談や心理的支援及び不妊を自己決定への支援を行うための

相談体制の整備を図る。
事業・取組の ２ 概要
目的，概要 専門相談窓口（鹿児島大学病院），一般相談窓口（県保健所）の設置及び相談従事者の研修会の

開催を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ・相談窓口の設置［相談件数］ ・相談窓口の設置
具体的実施状 専門相談窓口（鹿児島大学病院）36件 専門相談窓口（鹿児島大学病院）
況 一般相談窓口（県内１３保健所）1,096件 一般相談窓口（県内１３保健所）

・不妊相談従事者研修会の開催
（１回／年）

・不妊相談従事者研修会の開催（１回／年）
H28.8.18開催
参加人数65人

事業・取組名 若者就職サポートセンター管理運営事業
(予算事業名) 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 7,654千円 H28 7,648千円
(当初予算額)

１ 目的
若者に対し，就職に関するあらゆるサービスをワンストップで一元的に提供し，本県若年者の雇

用環境の改善を図る。
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事業・取組の
目的，概要 ２ 概要

就職に関する情報提供，各種セミナー（面接力アップセミナ－等），就職ハンドブックの作成・
配布，職業適性診断・指導（キャリアコンサルティング），カウンセリング，その他（就職内定者
等）に対する講習会や相談等の支援を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

各種セミナーの継続実施と，情勢に即した事 各種セミナーの継続実施と就職情報提供の充実
事業・取組の 業（一日就業体験）を新規に，また，既存の事 （鹿児島労働局のホームページ「労働相談コーナ
具体的実施状 業を拡充（企業説明会の実施回数増）して実施 ー」とのリンク）や既存事業を拡充（就職内定者講
況 した。 習会も回数増）して実施する。

・利用者：３６，５２８人

事業・取組名 児童生徒への各種相談事業
(予算事業名) 所管課等 義務教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 99,082千円 H28 86,791千円
(当初予算額)

１ 目的
性別に起因する問題や悩みを抱える児童生徒からの相談事業を通して，本人の悩みを少しでも解

決するとともに，社会的性別についての正しい理解を広めることができる。
事業・取組の ２ 概要
目的，概要 ・スクールカウンセラー等活用事業

・スクールソーシャルワーカー活用事業
・かごしま教育ホットライン２４

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 「スクールカウンセラー等活用事業」の推 １ 「スクールカウンセラー等活用事業」の推進
事業・取組の 進
具体的実施状 ２ 「スクールソーシャルワーカー活用事業」 ２ 「スクールソーシャルワーカー活用事業」の
況 の推進 推進

３ かごしま教育ホットライン２４の活用 ３ かごしま教育ホットライン２４の活用

事業・取組名 少年相談活動
(予算事業名) 所管課等 少年課

事 業 主 体 県（警察本部） 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目的
家庭や学校，交友関係等様々な悩みを抱える少年や保護者等から相談を受け，相談内容や事案に

応じた必要な助言・指導を行うとともに，継続的な支援が必要な場合は，相談者の求めに応じて関
事業・取組の 係機関等と連絡をとるなど，事案の解決を図ろうとするものである。
目的，概要

２ 概要
少年サポートセンターによる電話相談「ヤングテレホン」の利用促進を図るため，広く県民に周

知し，子どもが安心して相談できる体制の充実を図る。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ・少年サポートセンター中央駅分室に少年相談 ・少年相談の充実
具体的実施状 専門員の相談員（警察官OB）を配置して，少 ・大型電光掲示板「アミュビジョン」，ラジオ放送
況 年相談に従事 による広報及びリーフレット，サポートカード配

・少年相談件数(少年ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ分) 75件 布等を通じて，少年サポートセンターが行う少年
相談の利用促進を図る。

事業・取組名 性犯罪被害１１０番による相談の受理
(予算事業名) 所管課等 捜査第一課

事 業 主 体 県（警察本部） 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目的
性犯罪被害者はその大半が女性であり，羞恥心等から事件が潜在化する傾向にある。
よって，被害者が面接することなく相談できる電話相談窓口を設置する。

事業・取組の
目的，概要 ２ 概要
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捜査第一課内に専用電話（０９９－２０６－７８６７）を設置し，原則として女性警察官におい
て対応する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

被害者の立場に立った相談受理に努め，平成 被害者の立場に立った相談受理に努め，よりきめ
事業・取組の ２７年中は４２件の相談を受理した。 細やかな支援と把握した相談内容を迅速に管轄警察
具体的実施状 相談により事件化した事案はなかったが，各 署に引継ぐことにより，早期の被疑者検挙，解決に
況 相談内容に応じて，被害者支援センター等の関 繋がる活動を推進する。

係機関の紹介を実施した。 また，相談内容に応じ，被害者支援センター等の
関係機関を紹介し，同機関との連携を図る。

施策の方向 (2)広報・啓発活動を通じた男女共同参画についての理解促進

施策の概要 ①広報活動を通じた男女共同参画に関する普及啓発

具体的施策 県政広報媒体を活用した男女共同参画の普及啓発

事業・取組名 県政広報活動
(予算事業名) （テレビ・ラジオ，広報誌（紙），ホームページ等） 所管課等 広報課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー千円 H28 －千円
(当初予算額)

１ 目的
各種広報媒体を効果的に活用することで，県民に対する普及･啓発を実施する。

事業・取組の ２ 概要
目的，概要 電波媒体（テレビ，ラジオ），活字媒体，電子媒体において，男女共同参画社会の普及･啓発，

男女共同参画の推進に関する講座や催し物等の開催案内を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

○電波媒体（テレビ，ラジオ） ○電波媒体（テレビ，ラジオ）
事業・取組の ・男女共同参画に係る取組（６月，８月） ・男女共同参画に係る取組
具体的実施状 ・イベント，セミナーの案内（10～11月） （6月，8月，9月，10月，11月）
況 ○広報誌（紙） ・イベント等の案内

・新聞インフォメーション 今後，必要に応じ，テレビ，ラジオの放送を検討
女性のための法律１１０番（11／１６） ○広報誌（紙）
みんなで考えよう鹿児島発！ダイバーシティ・マネジメント（１／18） ・県政かわら版

今後，必要に応じ，特集記事の掲載を検討
・グラフかごしま

今後，必要に応じ，講演会・催し物等の掲載を検討
・新聞インフォメーション

今後，必要に応じ，講演会・催し物等の掲載を検討

施策の概要 ②男女共同参画の理解を深めるための普及啓発と情報提供

具体的施策 「男女共同参画週間」を中心とした普及・啓発

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業（男女共同参画週間事業）
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額)

１ 目 的
県民の男女共同参画に関する意識啓発を図るとともに，その取組を地域に広げる。

事業・取組の ２ 概 要
目的，概要 県男女共同参画推進条例に定められている「男女共同参画週間（7月25日～31日）」を中心

に，県民が男女共同参画の考えを体感することができる参加型の各種啓発事業を集中的に実施
する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
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事業・取組の
具体的実施状
況

具体的施策 県男女共同参画センターにおける各種講座の開催と図書等の閲覧・貸出

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （各種講座の開催，図書等の閲覧・貸出）， 所管課等 男女共同参画センター

女性の活躍推進支援事業

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) － －

１ 目 的
多様な人々を対象に学習の機会を提供して，男女共同参画社会の形成を阻害する固定的性別役

割分担意識を解消し，男女共同参画に関する理解の促進と定着を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

かごしま県民交流センターの研修室等を活用して，男女共同参画の推進に資する各種講座等
を開催する。

また，男女共同参画に関する図書やビデオを整備し，貸出等行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座
事業・取組の 回 開催日 講 座 内 容 回 開催日 講 座 内 容
具体的実施状 ・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
況 １ の状況～男女共同参画社会 １ 男女共同参画の現状と課題

6/6（土） の実現によりめざす社会の 6/4（土） ・男女共同参画を学ぶという
現状～ こと－その学習観について

・男女共同参画を学ぶという ・男女共同参画についての基
こと－その学習観について 本的な考え方

・男女共同参画についての基 ～「男女共同参画」の概念
本的な考え方 について学ぶ～
～「男女共同参画」の概念

について学ぶ～
・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権

２ 6/13（土） ～「私」との新しい出会い ２ 6/18（土） ～「私」との新しい出会い
のために，身近な人権とし のために，身近な人権とし
ての「男女共同参画」を学 ての「男女共同参画」を学
ぶ～ ぶ～

・「私」を振り返り「私」と ・「私」を振り返り「私」と
３ 6/20（土） 出会うワークショップ ３ 6/25（土） 出会うワークショップ

・「地域づくりと男女共同参 ・「地域づくりと男女共同参
４ 6/27（土） 画」 ４ 7/2（土） 画」

～男女共同参画の視点に立 ～男女共同参画の視点に立
った地域コミュニティづく った地域コミュニティづく
りについて学ぶ～ りについて学ぶ～

※オプョンプログラムを6/20,6/27に実施 ※オプションプログラムを6/25,7/2に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ３４８人

２ 男性への意識啓発事業
２ 男性への意識啓発事業 ・期 日：２月

○男女共同参画週間事業
・期間；7月25日～7月31日
・場所： かごしま県民交流センター，県庁
・内容
①基調講演（7/30）

「「老若男女参画」のまちづくり
一人ひとりの力をどう活かすか？」

②ワークショップ (7/30)
「しみんラボ！」

③小学生対象ワークショップ (7/31)
えほんづくりワークショップ
「じゆうをもっと たのしくをもっとすき

になろうよ！」

④展示 (7/25～7/31)
「男女共同参画の視点でみる2025年問題」

○男女共同参画週間事業
・期間；7月25日～7月31日
・場所： かごしま県民交流センター
・内容
①ダイアログカフェ（7/25）

1.「仕事と生活って，そもそも分けて
考えられますか？ ～ワ－クライフバ
ランスについて～」 (46人)

2.「フェアとケアの相乗効果
～ダイバーシティについて～」

(34人)
②全体会＆講演会 (7/25)

「その人が望むよりよい生活の実現を
支えるために ～「就労」「働く」こ
とを改めて考える～」
講師：西岡 正次(Ａ'ワーク創造館(大

阪地域職業訓練センター)就労支
援室長) (97人)

③小学生対象ワークショップ (8/23)
「こころ ころころ あそばせて せかい
にひとつの えほんを つくろう!!」

(57人)
④展示 (7/25～7/31)

「リビング・ライブラリ－」
(2,203人)
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・期 日：２月２０日（土） ・場 所：かごしま県民交流センター
・場 所：かごしま県民交流センター ・対象者：30代40代の男性
・テーマ：30代・40代「男性が人生をデザイ

ンするために」 ３ 高校生のための「ピアサポーター」養成講座
・対象者：30代40代の男性 ・期 日：１２月
・講 師：濱田智崇さん ・場 所：かごしま県民交流センター

（京都橘大学助教/臨床心理士/カウ
ンセリングオフィス天満橋代表） ４ 女性の活躍推進支援事業

・受講者：２８人 (1)かごしま女性活躍推進事業所応援事業
①「女性が働き続けられる職場づくり促進事

３ 高校生のための「ピアサポーター」養成講座 業」報告会と講演会の開催
・期 日：１２月１３日（日） ・期日：平成２８年６月２４日（金）
・場 所：かごしま県民交流センター ・場所：かごしま県民交流センター
・受講者：９人 ②女性活躍応援アドバイザーの派遣

・対象：県内事業所 ５社
４ 女性のエンパワメントセミナー (2)かごしまの女性就業支援事業

出会いを"ちから"に学びを"行動"に （企業向け）
～２０１６素敵に出会う日曜日～ ・経営者向け女性活躍推進セミナーとネットワ

ーキング
回 開催日 内 容 ・経営戦略としての多様な人材活躍のためのダ

私の働くちから・キャリ イバーシティ・マネジメント研修
第1回 2/14(日) アについて考える （女性向け）

・女性のエンパワメント ・働く女性のキャリアデザインセミナーとネッ
について トワーキング

・「女性が働き続けるこ
と」について考える ５ 図書等の整備・貸出等

"女性のライフイベント" ・整備図書
第2回 2/21(日) と "リーガル･リテラシ ・図書貸出

ー" ・DVD･ビデオ貸出
デザインしてみよう！

第3回 2/28(日) これからの "私たちの学 ６ 啓発パネルの整備・貸出等
びの場" ・パネル整備

・場 所：かごしま県民交流センター ・パネル貸出
・受講者：延べ９３人

５ 女性が働き続けられる職場づくり促進事業
・実施事業所 ５社

(株)プロゴワス，(株)クリーン産業，康正
産業(株)，(福)慶生会，(株)シー･スタイル

・研修受講者：延べ１９２人

６ 図書等の整備・貸出等
・整備図書 45冊
・図書貸出 104冊
・DVD･ビデオ貸出 19本

７ 啓発パネルの整備・貸出等
・パネル貸出 5件

事業・取組名 男女共同参画情報提供事業（情報紙の発行）
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 887千円 H28 887千円
(当初予算額)

１目 的
男女共同参画社会に関する各種情報や活動情報を県民に提供し，男女共同参画の推進に必要な

事業・取組の 知識の普及を図る。
目的，概要

２概 要
男女共同参画に関する国や県の動向，県男女共同参画センターの事業内容及び民間団体の取組

状況等の情報を掲載した情報紙を発行し，公共機関，学校，企業等に配布する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」 １ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」
事業・取組の 29・30号の発行 31・32号の発行
具体的実施状 ・部数：12,000部/回（年２回） ・部数：12,000部/回（年２回）
況 ・内容：特集「個人の幸福と社会の活力を共 ・内容：特集，団体の活動紹介，センター事業案

にかなえるために…～今,わたしのミ 内等
ライに向けて考える練習をはじめよ ・配布先：行政機関，学校，病院，企業等
う!～」，「働き続けたい!女性の活
躍が未来の力になる」，団体の活動
紹介，センター事業案内等

・配布先：行政機関，学校，病院，企業等
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具体的施策 人権に対する正しい理解促進のための普及啓発

事業・取組名 人権啓発推進事業
(予算事業名) 所管課等 人権同和対策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 29,718千円 H28 28,177千円
(当初予算額) の一部 の一部

１ 目的 平成16年12月に策定（平成23年９月一部変更）した「県人権教育・啓発基本計画」に基
事業・取組の づき，女性の人権問題をはじめとする様々な人権問題について，県民の正しい理解と認識
目的，概要 が一層深まるよう，創意工夫を凝らした各種の人権啓発活動を実施する。

２ 概要 (1) 啓発資料作成・配布 (2) 啓発広報 (3) 講演会・研修会の開催等 (4)その他

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

(1) 啓発資料作成，配布 (1) 啓発資料作成，配布
事業・取組の ・人権啓発パンフレット 45,000部 ・人権啓発パンフレット 45,000部
具体的実施状 ・人権啓発ポスター 3,200枚 ・人権啓発ポスター 3,200枚
況 ・人権に関するポスターコンクール ・人権に関するポスターコンクール

最優秀賞受賞作品ポスター 3,200枚 最優秀賞受賞作品ポスター 3,200枚
(2) 啓発広報 (2) 啓発広報

・テレビ,ラジオ，新聞，県ホームページ， ・テレビ,ラジオ，新聞，県ホームページ，
バナー広告等による広報 バナー広告等による広報

・人権に関するﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ入賞作品展の開催 ・人権に関するﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ入賞作品展の開催
(3) 講演会，研修会の開催等 (3) 講演会，研修会の開催等

・人権啓発フェステバル ４会場 970人 ・人権啓発フェステバル ４会場
・人権同和問題県民のつどい 800人 等 ・人権同和問題県民のつどい 等

(4) その他 (4) その他
・人権の花運動の実施 25校 ・人権の花運動の実施 25校
・人権に関するポスターコンクールの実施 等 ・人権に関するポスターコンクールの実施 等

施策の概要 ③県及び市町村職員の男女共同参画に関する理解促進

具体的施策 職場研修の実施

事業・取組名 男女共同参画職場研修
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
男女共同参画の視点に立った県の施策の取組のために，県職員の男女共同参画に関する正しい理

事業・取組の 解の促進を図る。
目的，概要

２ 概 要
各所属において，平成26年度までに全所属において男女共同参画に関する研修を実施する。

事業・取組の Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
具体的実施状
況 ・職場研修資料の作成 ・職場研修資料の作成

・各所属宛てに実施依頼を通知 H27.6.25 ・各所属宛てに実施依頼を通知 H28.6.1
・研修推進員に対する研修会の開催 H27.7.8 ・総合教育センターへの講師派遣 H28.6.30
・日置市立東市来中学校職場研修 H27.8.3 ・研修推進員に対する研修会の開催 H26.7.3
・霧島自然ふれあいセンター職場研修H27.12.24

具体的施策 自治研修センターにおける研修の実施

事業・取組名 きらめき職員・職場づくり事業
(予算事業名) 所管課等 行政管理室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 76,665千円 H28 76,094千円
(当初予算額)

１ 目的
各種の研修を行い，職員の資質・能力等の向上を図る。

事業・取組の
目的，概要 ２ 概要

積極的に人的資源の活用を図り，活力ある職員・職場づくりを進めるための「きらめき職員・
職場づくり事業」の一環として，職員の資質・能力等の向上を図るために職員研修を実施する。
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Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ○県職員を対象とした男女共同参画推進に関す ○県職員を対象とした男女共同参画推進に関する研
具体的実施状 る研修を実施 修を実施
況

・ 新規採用職員（後期）において，「男女 ・ 新規採用職員（後期）において，「男女共同
共同参画社会」の講義を実施。 参画社会」の講義を実施。

平成27年度受講者数：175人 平成28年度受講予定者数：204人

具体的施策 男女共同参画行政担当者を対象とした研修の実施

事業・取組名 男女共同参画連絡調整事業
(予算事業名) （男女共同参画行政担当者等研修会等） 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 940千円 H28 1,128千円
(当初予算額)

１ 目 的
事業・取組の 県・市町村における男女共同参画行政の促進を図るために，県・市町村の男女共同参画行政担当
目的，概要 者の男女共同参画に関する理解の深化と施策推進に必要な知識の習得を図る。

２ 概 要
県・市町村男女共同参画行政担当者等を対象に研修会を開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 県・市町村男女共同参画行政担当者等研修会 県・市町村男女共同参画行政担当者等研修会の開
況 の開催 催

(1) 開催日 平成27年５月20日 (1) 開催日 平成28年５月18日
(2) 場 所 県庁講堂 (2) 場 所 県庁講堂
(3) 対象者 県男女共同参画推進本部推進員， (3) 対象者 県男女共同参画推進本部推進員，県

県地域振興局・支庁の担当職員， 地域振興局・支庁の担当職員，市町
市町村担当職員，県男女共同参画 村担当職員，県男女共同参画地域推
地域推進員 計107名 進員 計107名

(4) 内 容 (4) 内 容
ア 第２次鹿児島県男女共同参画基本計画に ア 第２次鹿児島県男女共同参画基本計画等につ

ついて いて
イ 平成27年度県男女共同参画センター事業 イ 平成28年度県男女共同参画センター事業説明

説明 ウ 女性活躍推進法の施行状況及び育児介護休業
ウ 平成27年度雇用均等行政について 法の改正について
エ 講演 エ 講演

・「男女共同参画行政の着実な推進のため ・「男女共同参画行政の推進の方策～PDCAサイ
に」 クルに係る実務について～」

オ 意見交換会 オ 意見交換会

具体的施策 市町村職員研修への講師派遣

事業・取組名 男女共同参画出前講座
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
事業・取組の 市町村における男女共同参画施策の推進を図るため，市町村職員の男女共同参画に関する正しい
目的，概要 理解の促進を図る。

２ 概 要
市町村からの講師派遣依頼による職員の派遣。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 派遣依頼なし 市町村からの講師派遣依頼の申請による職員の
況 派遣

施策の方向 (3)男女共同参画に関する調査研究，情報収集・提供の充実

施策の概要 ①男女共同参画の現状等に関する情報等の収集・提供

具体的施策 「かごしま男女共同参画の状況」（年次報告書）の作成
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事業・取組名 「かごしま男女共同参画の状況」（年次報告書）の作成
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
本県における男女共同参画の状況を示すデータや，県の関連施策・事業の実施状況及び市町村の

男女共同参画の推進状況等を取りまとめた年次報告書を作成し，県ホームページに掲載するなど，
事業・取組の 広く男女共同参画に関する情報提供を行う。
目的，概要

２ 概 要
男女共同参画の状況を示すデータや，県の関連施策・事業の実施状況及び市町村の男女共同参画

の推進状況等を取りまとめた年次報告書を作成する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 ・平成27年度「かごしま男女共同参画の状況」 ・平成28年度「かごしま男女共同参画の状況」の発
況 の発行 行

・関係機関・団体への配付 ・関係機関・団体への配付
・県ホームページへの掲載 ・県ホームページへの掲載

具体的施策 県男女共同参画センター等における各種情報の収集・提供

事業・取組名 男女共同参画情報提供事業
(予算事業名) （情報紙の発行，各種情報の収集・提供） 所管課等 男女共同参画センター

男女共同参画社会促進事業（図書等の閲覧・貸出）

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 887千円 H28 887千円
(当初予算額) 2,803千円 2,463千円

１目 的
男女共同参画社会に関する各種情報や活動情報を県民に提供し，男女共同参画の推進に必要な

知識の普及を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２概 要

男女共同参画に関する国や県の動向，県男女共同参画センターの事業内容及び民間団体の取組
状況等の情報を掲載した情報紙を発行し，公共機関，学校，企業等に配布するとともに，かごし
ま県民交流センターのホームページを通じて，男女共同参画センターのイベントや各種講座等の
案内，実施報告を行う。

また，男女共同参画に関する図書やビデオ等を収集・整備し，県民への閲覧，貸出に供する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」 １ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」
事業・取組の 29・30号の発行 31・32号の発行
具体的実施状 ・部 数：12,000部/回（年２回） ・部 数：12,000部/回（年２回）
況 ・内 容：特集「個人の幸福と社会の活力を ・内 容：特集，団体の活動紹介，センター事業

共にかなえるために…～今,わたし 案内等
のミライに向けて考える練習をは ・配布先：行政機関，学校，病院，企業等
じめよう!～」，「働き続けたい!
女性の活躍が未来の力になる」， ２ ホームページによる情報提供
団体の活動紹介，センター事業案
内等 ３ 図書等の整備・貸出等

・配布先：行政機関，学校，病院，企業等 ・整備図書
・図書貸出

２ デートDV防止啓発リーフレット作成 ・DVD･ビデオ貸出
13,000 部

４ 国・県・市町村の報告書や広報誌の収集・閲覧
３ ホームページによる情報提供

４ 図書等の整備・貸出等
・整備図書 45冊
・図書貸出 104冊
・DVD･ビデオ貸出 19件

５ 国・県・市町村の報告書や広報誌の収集・
閲覧

施策の概要 ②調査や統計における男女別統計（ジェンダー統計）の充実

具体的施策 各種調査における性別によるデータの集計・分析及び結果の施策への反映
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事業・取組名 各種調査における性別・年代によるデータの
(予算事業名) 集計・分析の要請 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
事業・取組の 男女の置かれている状況を客観的に把握するため，統計情報は可能な限り男女別・年代別データ
目的，概要 を集計・分析し，施策に反映させる。

２ 概 要
各種調査において，可能な限り男女別・年代別データを集計・分析するよう要請する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 ・会議等を通じた男女別・年代別データの集 ・会議等を通じた男女別・年代別データの集計・分
況 計・分析の要請 析の要請

施策の方向 (4)メディアにおける男女共同参画の推進とメディア・リテラシーの向上

施策の概要 ①メディアに対する男女の人権に配慮した表現等の要請

具体的施策 メディアに対する協力要請

事業・取組名 メディアに対する協力要請
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
様々なメディアを通じて提供される情報の中には，一人ひとりの考え方や生き方の選択に影響を

事業・取組の 及ぼすものが含まれていることから，男女共同参画の正しい理解の普及や固定的性別役割分担意識
目的，概要 の解消に向けた積極的な取組と，男女の人権に配慮した情報発信を行うよう働きかけを行う。

２ 概 要
メディアに対し，男女の人権に配慮し，男女共同参画の視点に立った情報発信が行われるよう

働きかけを行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 取材のあったメディアに対して，『男女共同 あらゆるメディアに対して，『男女共同参画の視
況 参画の視点』に立った情報発信に留意するよう 点』に立った情報発信に留意するよう要請

要請

施策の概要 ②公的広報・出版物等における男女共同参画の視点に立った表現への配慮

具体的施策 県・市町村職員を対象とした男女共同参画の視点を踏まえた公的広報についての研修の
実施

事業・取組名 県政広報活動（県市町村広報担当者会議）
(予算事業名) 所管課等 広報課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー千円 H28 －千円
(当初予算額)

１ 目的
公的広報・出版物等の表現が，性別に基づく固定観念にとらわれることなく，男女共同参画の視

点に立ったものになるよう，県・市町村広報担当者に対し意識啓発を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概要

県・市町村広報担当者を対象とした担当者会議を開催し，「男女共同参画の視点からの公的広報
の手引」の配布等により意識啓発を図る。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

○県市町村広報担当者会議 ○県市町村広報担当者会議
事業・取組の ・日時 平成２７年１１月５日（木） ・日時 平成２８年７月（予定）
具体的実施状 １３:３０～ ・場所 未定
況 ・場所 県庁行政庁舎 県政広報室 ・内容 市町村広報担当者に対し，会議内で男女

・参加者数 ４９名 共同参画の視点を取り入れて広報するよう
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※ うち女性１７名（34.7％） 注意喚起し，行政広報担当者の意識啓発を
・講師 男女共同参画室長 図る。
・内容 県及び市町村広報担当者に対し，

「男女共同参画の視点からの公的広報
の手引」の配布の上，男女共同参画の
視点を踏まえた広報の仕方等について
説明し，意識啓発を図った。

事業・取組名 各種研修会の実施
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
公的広報・出版等の表現が性別に基づく固定観念にとらわれることなく男女共同参画の視点に

立ったものになるようにする。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

県・市町村職員を対象として，「男女共同参画の視点からの公的広報の手引」を活用した研修を
行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 ○新規採用研修（後期）での公的広報に関す ○新規採用研修（後期）での公的広報に関する研修
況 る研修の実施 の実施

５回（10/1,8,22,29,11/12） ５回（10/6,20,27,11/10,17）
出席者：約530名

○県市町村広報担当者会議 ○県市町村広報担当者会議
平成27年11月５日 平成28年８月５日
出席者：49名

具体的施策 男女共同参画の視点を踏まえた広報・出版物等の作成

事業・取組名 広報マニュアルの職員コミュニケーションシステム
(予算事業名) への掲載 所管課等 男女共同参画室

県政広報媒体事前確認

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 ー 千円 H28 ー 千円
(当初予算額)

１ 目 的
公的広報・出版等の表現が性別に基づく固定観念にとらわれることなく男女共同参画の視点に

立ったものになるようにする。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

「男女共同参画の視点からの公的広報の手引」を職員コミュニケーションシステムへ掲載し，こ
の手引きに基づいた広報媒体の作成を依頼し，表現方法や内容等の事前確認の依頼があった場合は
助言等を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ・広報マニュアルの職員コミュニケーションシ ・広報マニュアルの職員コミュニケーションシステ
具体的実施状 ステムへの掲載 ムへの掲載
況 ・県市町村広報担当者会議 ・県政広報媒体事前確認の依頼に対する，「男女共

H27.11.5 49名 同参画の視点からの公的広報の手引」に基づいた
助言等の実施

・県市町村広報担当者会議 H28,8.5

施策の概要 ③メディア・リテラシーの向上のための取組

具体的施策 メディア・リテラシー向上のための講座の開催及び広報・啓発

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業（各種講座の開催）
(予算事業名) 配偶者等からの暴力対策推進事業 所管課等 男女共同参画センター

（デートＤＶ防止お届けセミナー）

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) 2,178千円 2,167千円

１ 目 的
男女共同参画社会の形成を阻害する固定的性別役割分担意識の解消に向け，メディアが発信す
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る固定的な性別イメージを読み解くことの重要性を理解し，その力の養成を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

男女共同参画を理解するための各種講座等を開催するとともに，情報誌を発行し，広報啓発を
行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座
事業・取組の 回 開催日 講 座 内 容 回 開催日 講 座 内 容
具体的実施状 ・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
況 １ の状況～男女共同参画社会 １ 男女共同参画の現状と課題

6/6（土） の実現によりめざす社会の 6/4（土） ・男女共同参画を学ぶという
現状～ こと－その学習観について

・男女共同参画を学ぶという ・男女共同参画についての基
こと－その学習観について 本的な考え方

・男女共同参画についての基 ～「男女共同参画」の概念
本的な考え方 について学ぶ～
～「男女共同参画」の概念

について学ぶ～

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/13（土） ～「私」との新しい出会い ２ 6/18（土） ～「私」との新しい出会い

のために，身近な人権とし のために，身近な人権とし
ての「男女共同参画」を学 ての「男女共同参画」を学
ぶ～ ぶ～

・「私」を振り返り「私」と ・「私」を振り返り「私」と
３ 6/20（土） 出会うワークショップ ３ 6/25（土） 出会うワークショップ

・「地域づくりと男女共同参 ・「地域づくりと男女共同参
４ 6/27（土） 画」 ４ 7/2（土） 画」

～男女共同参画の視点に立 ～男女共同参画の視点に立
った地域コミュニティづく った地域コミュニティづく
りについて学ぶ～ りについて学ぶ～

※オプョンプログラムを6/20,6/27に実施 ※オプションプログラムを6/25,7/2に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ３４８人

２ 男女共同参画地域協働推進講座 ２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 開催日 講 座 内 容 地 区 開催日 講 座 内 容
・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県

大崎 10/18(日) の状況 鹿屋 9/17(土) 男女共同参画の現状と課題
10/25(日) ・体験！野方地区ワークショ 9/24(土) ・男女共同参画の基本的な考

ップ え方について
・男女共同参画の基本的な考 ・男女共同参画と地域コミュ

え方 ニティづくり
・「私」を振り返り「私」と ・男女共同参画の視点で"私"

出会うワークショップ を振り返るワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
喜界 12/5(土) の状況 徳之島 11/5(土) 男女共同参画の現状と課題

12/6(日) ・男女共同参画社会の基本的 11/6(日) ・男女共同参画の基本的な考
な考え方 え方について

・体験！子どもたちの男女共 ・男女共同参画と地域コミュ
同参画学びの広場～早町小 ニティづくり
が取り組んだこと～ ・男女共同参画の視点で"私"

・男女共同参画と人権 を振り返るワークショップ
・「私」を振り返り「私」と

出会うワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・受講者：延べ７８人

３ 学校への男女共同参画お届けセミナー ３ 学校への男女共同参画お届けセミナー
・期 日：６月～２月 ・期 日：７月～２月
・実施校：１０高校 ・実施校：１５高校
・対象者：生徒，教職員，保護者
・受講者：5,340人

４ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」 ４ 「鹿児島県男女共同参画センターだより」
29・30号の発行 31・32号の発行

・部 数：12,000部/回（年２回） ・部 数：12,000部/回（年２回）
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重点目標 ２ 男女共同参画を正しく理解し，社会のあらゆる分野において推進する教育・学習の充実

施策の方向 (1)学校等における人権尊重と男女平等を推進する教育の充実

施策の概要 ①教育関係者が男女共同参画を正しく理解するための研修等の取組の促進

具体的施策 教職員（幼稚園教諭を含む。）に対する男女共同参画に関する研修の実施

事業・取組名 男女共同参画連絡調整事業（男女共同参画出前講座）
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 940千円 H28 1,128千円
(当初予算額)

１ 目 的
教職員が男女共同参画について正しく理解することにより，教育現場における男女共同参画の視

事業・取組の 点に立った教育の推進を図る。
目的，概要

２ 概 要
かごしま県政出前セミナー等において，男女共同参画についてのテーマを希望する学校等へ職員

を派遣する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 ○管理職（新任校長，新任教頭）研修会への職 派遣要請による学校等への職員の派遣
況 員派遣 H27.5.13 参加者 220人

○管理職（経験者教頭）研修会への職員派遣
H27.6.4 参加者 70人

○総合教育センター職員研修への職員の派遣
H27.6.30 参加者 52名

○日置市東市来中学校職員研修への職員の派遣
H27.8.3 参加者 25名

○霧島自然ふれあいセンター職員研修への職員
の派遣 H27.12.24 参加者 約10名

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （学校への男女共同参画お届けセミナー） 所管課等 男女共同参画センター

配偶者等からの暴力対策推進事業
（デートＤＶ防止お届けセミナー）【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) 2,178千円 2,167千円

１ 目 的
教職員等の男女共同参画の理解を深めて，学校等における男女共同参画の視点に立った教育を推

進するための取組の促進を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

学校等が開催する研修会等に講師を派遣し，教職員等を対象に男女共同参画に関するセミナーを
開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 １ 学校への男女共同参画お届けセミナー １ 学校への男女共同参画お届けセミナー
況 ・時 期：６月～２月 ・時 期：７月～２月

・実施校：１０高校 ・対 象：県内高等学校等 １５校
・受講者：５，３４０人(生徒，教職員)
・内 容：「男女共同参画社会の実現に向け

た課題」「アサーティブなコミュ
ニケーション」「性別に起因する
人権問題」「デートＤＶ」

事業・取組名 子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,939千円 H28 1,938千円
(当初予算額)

１ 目 的
第２次鹿児島県男女共同参画基本計画の「戦略的取組」の一つである「子どもの頃から男女共同

参画の理解を深めるための教育現場における取組の推進」のメインとしてこの事業を実施すること
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事業・取組の により，学校と家庭，地域が一体となって地域全体における人権意識や男女平等意識の醸成を図
目的，概要 る。

２ 概 要
・児童・生徒や教職員，保護者，地域住民を対象にワークショップやセミナーを実施し，その取

組の成果等を実践書としてまとめる。
・教職員や教職員をめざす学生等を対象に，男女共同参画に関するワークショップの実践者を養成

する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 １ 小・中学校におけるワークショップ等 １ 小・中学校におけるワークショップ等の開催
況 ・ 県内の７地区の小・中学校を対象に，児童・

期日 派 遣 校 参加者数 生徒へのワークショップ，教職員へのセミナ
ー，保護者･地域住民へのワークショップを１

6/4 セットとして，講師を派遣する。
10/6 さつま町立盈進小学校 １２２

２ ワークショップ実践者養成講座の開催
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に講座

7/2 指宿市立開聞小学校 ２２４ を開催し，本講座を通して男女共同参画につい
て理解を深めるとともに，学校において男女共
同参画に関する参加型学習を実践するスキルを

7/13
霧島市立霧島小学校 ５３

身につける。

３ 実践書の作成・発行
8/20 指宿市立川尻小学校 ７４ ・ ワークショップやセミナー等の取組内容や参

12/12 加者の感想文等による事業取組状況をとりまと
めるとともに，ワークショップマニュアルをつ

9/7 日置市立伊集院小学校 １９３ けた実践書を作成して，教育委員会や学校等に
配布する。（2,000部）

9/9 鹿児島市立東桜島中学校 ３３

10/2 指宿市立南指宿中学校 ３９７
2/10

10/10 日置市立上市来中学校 ７７
12/7
2/10

11/9 奄美市立赤木名小学校 １２６

11/17 指宿市立魚見小学校 １２３

12/3 和泊町立大城小学校 ８９

12/15 奄美市立笠利中学校 ４９

・講師 髙﨑恵さん

２ ワークショップ学生等サポーター養成講座
(1) 日 時 ８月２６日10:00～15:00

９月 ９日13:20～17:40
(2) 参加者数 ９人
(3) 内 容

・８月２６日：講義
「ワークショップの基本とデザイン」
「ワークショップサポーターの役割」

・９月９日：実習
鹿児島市立東桜島中学校での児童対象
ワークショップ

３ 実践書の作成・発行
(1) 発行：事業終了後１回 2,000部
(2) 配布先：県内小・中学校，各教育委員

会，ＰＴＡ団体，関係自治体，関係団体等

事業・取組名 管理職研修会
(予算事業名) 所管課等 教職員課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,662千円 H28 1,662千円
(当初予算額)

１ 目的 管理職に対して，学校経営上の諸問題についての研修を実施し，管理職としての学校
経営・管理能力の向上を図る。

事業・取組の
目的，概要 ２ 概要 新任校長，新任教頭，経験者教頭（小中学校：４年目，県立学校：３年目），県立学
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校事務長を対象として，講話（教育長，外部講師等），講義（青少年男女共同参画課
等），演習，研究討議等の研修会を実施する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 新任校長研修会 １ 新任校長研修会
事業・取組の ・日時 平成27年５月12日(火)，13日(水) ・日時 平成28年５月10日(火)，11日(水)
具体的実施状 ・場所 県総合教育センター ・場所 県総合教育センター
況 ・参加人数 ８４人 ・参加人数 ７８人

２ 新任教頭研修会 ２ 新任教頭研修会
・日時 平成27年５月13日(水)～15日(金) ・日時 平成28年５月11日(水)～13日(金)
・場所 県総合教育センター ・場所 県総合教育センター
・参加人数 ８６人 ・参加人数 ７６人

３ 経験者教頭研修会 ３ 経験者教頭研修会
・日時 平成27年６月４日(木)，５日(金) ・日時 平成28年６月２日(木)，３日(金)
・場所 県総合教育センター ・場所 県総合教育センター
・参加人数 ４９人 ・参加人数 ４０人

４ 県立学校事務長会 ４ 県立学校事務長会
・日時 平成27年４月23日(木)，24日(金) ・日時 平成28年４月25日(月)，26日(火)
・場所 ウェルビューかごしま ・場所 場所 ウエルビューかごしま
・参加人数 ８０人 ・参加人数 ７８人

事業・取組名 初任者研修事業
(予算事業名) 現職教員等研修事業 所管課等 義務教育課

県総合教育センター短期研修事業

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 50,597千円 H28 49,034千円
(当初予算額)

１ 目的 男女が共に個性や能力を発揮できる男女共同参画社会の実現のために，人権教育に対する
事業・取組の 正しい理解や個に応じた指導ができる教員としての資質と指導力の向上を図る。
目的，概要 ２ 概要 初任者研修や現職教員等研修などの教員のライフステージに合わせた研修や県総合教育セ

ンターでの短期研修講座等を実施する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 初任者研修事業（初任校研修） １ 初任者研修事業（初任校研修）
事業・取組の 採用１～３年目の教員に対する研修の実施 採用１～３年目の教員に対する研修の実施
具体的実施状 １年目 校内(年間170時間)校外(年間20日) １年目 校内(年間170時間)校外(年間17日)
況 ２年目 校内(年間5日,5時間) ２年目 校内(年間5日,5時間)

校外(年間１日)：人権教育研修 校外(年間１日)：人権教育研修
３年目 校内(年間5時間) ３年目 校内(年間5時間)

２ 現職教員等研修事業 ２ 現職教員等研修事業
(1) ５年経験者研修 (1) ５年経験者研修

採用後５年経過後の教員に対する研修の 採用後５年経過後の教員に対する研修の実施
実施 研修→校内(年間３日)校外(年間１日)

研修→校内(年間３日)校外(年間１日) (2) 10年経験者研修
(2) 10年経験者研修 採用後10年経過後の教員に対する研修の実施

採用後10年経過後の教員に対する研修の 研修→校内(年間17日)校外(年間15日)
実施 ３ 総合教育センター短期研修

研修→校内(年間17日)校外(年間15日) ・人権教育，道徳教育等
３ 総合教育センター短期研修

・人権教育，道徳教育等

具体的施策 保育士に対する男女共同参画に関する学習機会の提供

事業・取組名 保育所特別保育等研修会
(予算事業名) 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 県（委託事業） 予 算 額 H27 1,141千円 H28 1,141千円
(当初予算額)

１ 目的
事業・取組の 高度化・多様化する保育需要に対応できる保育知識・保育技術を習得し保育の質の向上を図るこ
目的，概要 とを目的として，保育士等に対して研修を行う。

２ 概要
乳児期の保育や人権教育などについて４～５日間の研修を行う。

事業・取組の Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
具体的実施状
況 平成２７年１０月１９日～ １０月２２日 ①平成２８年１０月１１日～１４日

参加者：１０１名 参加者：１５３名

施策の概要 ②学校教育活動全体を通した人権尊重と男女平等を推進する取組の充実
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具体的施策 県立短期大学における人権・男女共同参画に関する教育の実践

事業・取組名 人権・男女共同参画に関する教養科目の開講 所管課等 学生部教務課
(予算事業名)

事 業 主 体 県（県立短期大学） 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目的
グローバル化する社会の中で，女性，外国人，子どもがどのような人権問題に直面しているのか，

その原因と背景を踏まえ，そうした状況に対して，国際社会はどのような対応をしようとしているの
事業・取組の かを理解する。
目的，概要

2 概要
「すべて人間は，生まれながらにして自由であり，かつ，尊厳と権利とについて平等である」（世

界人権宣言第1条）すなわち人権は普遍的である。しかし平等は「等しいものは等しく，等しからざ
る者は等しからざるように取り扱え」が基本的テーゼであるといわれる。差異ある人々にも同様に保
障されるべき「自由」「尊厳」「権利」とはどのようなものか。人権を，制度の中に固定的にあるも
のと捉えるのではなく，新たな権利の担い手の出現と時代が支持する思想によって，歴史的に発展し
てきたものと捉え，その権利の担い手として「女性」「外国人」「子ども」に注目する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

○ 教養科目「平和論」の開講（全15回） ○ 教養科目「現代人権論」の開講（全15回）
事業・取組の １ 内容 １ 内容
具体的実施状 (1)平和論と暴力の多様性等（４回） (1)女性の視点から人権を考える（５回）
況 (2)パレスティナ問題（２回） (2)外国人の視点から人権を考える（５回）

(3)イスラームと女性等（３回） (3)子どもの視点から人権を考える（５回）
(4)スリランカの民族紛争（２回） ２ 受講者数 ９５人（男１６人，女７９人）
(5)ノーベル平和賞を受賞した女性達等

（２回）
(6)日本国憲法，平和の多様性（２回）
２ 受講者数 ７３人（男８人，女６５人）

具体的施策 生徒や教職員，保護者を対象とした出前講座やセミナーの開催

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （学校への男女共同参画お届けセミナー， 所管課等 男女共同参画センター

人権・男女共同参画教育セミナー）
配偶者等からの暴力対策推進事業

（デートＤＶお届けセミナー）【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) 2,178千円 2,167千円

○学校への男女共同参画お届けセミナー
①目 的 生徒や教職員，保護者の男女共同参画に関する理解を深め，学校における男女共同

参画の取組の促進を図る。
事業・取組の ②概 要 学校等が開催する研修会等に講師を派遣し，生徒や教職員，保護者を対象に男女共
目的，概要 同参画に関するセミナーを開催する。

○デートＤＶ防止セミナー
①目 的 デートＤＶに対する県民の認識を深め，地域や家庭における防止の取組を促進す

る。
②概 要 講演及び若者によるデートＤＶに関するワークショップ等の実施

○高校生のための「ピアサポーター」養成講座
①目 的 若者が男女共同参画やデートＤＶに対する理解を深め，自ら暴力未然防止の活動に

取り組むことを促進する。
②概 要 男女共同参画の推進やデートＤＶ予防のための活動をピア（同じ立場，同じ悩みを

もつ仲間）という関係において行う高校生ピアサポーターを養成する講座を開催

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 学校への男女共同参画お届けセミナー １ 学校への男女共同参画お届けセミナー
事業・取組の ・時 期：６月～２月 ・時 期：７月～２月
具体的実施状 ・実施校：１０高校 ・対 象：県内高等学校等 １５校
況 ・受講者：５，３４０人(生徒，教職員)

・内 容：「男女共同参画社会の実現に向 ２ デートＤＶ防止セミナー
けた課題」「アサーティブなコ
ミュニケーション」「性別に起

因する人権問題」「デートＤＶ」 ３ 高校生のための「ピアサポーター」養成講座

２ デートＤＶ防止セミナー
・時 期：８月２２日
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・開催場所：南さつま市総合保健福祉セン
ター ふれあいかせだ

・参 加 者：１８１人

３ 高校生のための「ピアサポーター」養成講座
・期 日：１２月１３日
・受講者：９人（修了者９人）
・場 所：かごしま県民交流センター

事業・取組名 子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業 【再掲】
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,939千円 H28 1,938千円
(当初予算額)

１ 目 的
第２次鹿児島県男女共同参画基本計画の「戦略的取組」の一つである「子どもの頃から男女共同

事業・取組の 参画の理解を深めるための教育現場における取組の推進」のメインとしてこの事業を実施するこ
目的，概要 とにより，学校と家庭，地域が一体となって地域全体における人権意識や男女平等意識の醸成を図

る。
２ 概 要

・ 児童・生徒や教職員，保護者，地域住民を対象にワークショップやセミナーを実施し，その取
組の成果等を実践書としてまとめる。

・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に，男女共同参画に関するワークショップの実践者を養
成する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 小・中学校におけるワークショップ等 １ 小・中学校におけるワークショップ等の開催
事業・取組の ・ 県内の７地区の小・中学校を対象に，児童・
具体的実施状 期日 派 遣 校 参加者数 生徒へのワークショップ，教職員へのセミナ
況 ー，保護者･地域住民へのワークショップを１

6/4 セットとして，講師を派遣する。
10/6 さつま町立盈進小学校 １２２

２ ワークショップ実践者養成講座の開催
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に講座

7/2 指宿市立開聞小学校 ２２４ を開催し，本講座を通して男女共同参画につい
て理解を深めるとともに，学校において男女共
同参画に関する参加型学習を実践するスキルを

7/13
霧島市立霧島小学校 ５３

身につける。

３ 実践書の作成・発行
8/20 指宿市立川尻小学校 ７４ ・ ワークショップやセミナー等の取組内容や参

12/12 加者の感想文等による事業取組状況をとりまと
めるとともに，ワークショップマニュアルをつ

9/7 日置市立伊集院小学校 １９３ けた実践書を作成して，教育委員会や学校等に
配布する。（2,000部）

9/9 鹿児島市立東桜島中学校 ３３

10/2 指宿市立南指宿中学校 ３９７
2/10

10/10 日置市立上市来中学校 ７７
12/7
2/10

11/9 奄美市立赤木名小学校 １２６

11/17 指宿市立魚見小学校 １２３

12/3 和泊町立大城小学校 ８９

12/15 奄美市立笠利中学校 ４９

・講師 髙﨑恵さん

２ ワークショップ学生等サポーター養成講座
(1) 日 時 ８月２６日10:00～15:00

９月 ９日13:20～17:40
(2) 参加者数 ９人
(3) 内 容

・８月２６日：講義
「ワークショップの基本とデザイン」
「ワークショップサポーターの役割」

・９月９日：実習
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鹿児島市立東桜島中学校での児童対象
ワークショップ

３ 実践書の作成・発行
(1) 発行：事業終了後１回 2,000部
(2) 配布先：県内小・中学校，各教育委員

会，ＰＴＡ団体，関係自治体，関係団体等

具体的施策 男女共同参画の視点に立った道徳教育及び人権教育の研究・実践

事業・取組名 道徳教育総合支援事業（小中学校） 所管課等 義務教育課
(予算事業名)

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 7,838千円 H28 7,828千円
(当初予算額)

１ 目的 学習指導要領の趣旨並びに児童生徒，学校，家庭及び地域等の実態を踏まえ，創意工夫を
生かした道徳教育をするために実践研究を行い，その成果を普及することにより道徳教育の
充実に資する。

事業・取組の ２ 概要 ア 教材開発活用等への支援
目的，概要 イ 特色ある市町の取組

ウ 心の教育振興会議の開催
ウ 地区別道徳教育研修会の実施

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 教材開発活用等への支援 １ 教材開発活用等への支援
事業・取組の ・ 「私たちの道徳」の活用促進 ・ 「私たちの道徳」の活用促進
具体的実施状 ・ 郷土教材「不屈の心」の活用促進 ・ 郷土教材「不屈の心」の活用促進
況 ２ 特色ある市町の取組 ２ 特色ある市町の取組

・ 南さつま市，姶良市，志布志市 ・ 南さつま市，姶良市，志布志市
３ 心の教育振興会議 ３ 心の教育振興会議

・ 研究協議 ・ 研究協議
・ 実践事例集作成 ・ 実践事例集作成

４ 地区別道徳教育研修会 ４ 地区別道徳教育研修会
・ 授業公開 １５校 ・ 各地区毎に研究授業を通した研修会の実施
・ 参加者 １，０１７人 ５ 道徳教育パワーアップ研究協議会

５ 道徳教育パワーアップ研究協議会 ・ 市町村教育委員会の指導主事等への施策説
・ 市町村教育委員会の指導主事等への施策 明と協議

説明と協議 ６ 道徳教育フォーラム
６ 道徳教育フォーラム ・ 講演，実践発表

・ 講演，実践発表

事業・取組名 人権教育研究指定校事業（小・中学校）
(予算事業名) （人権教育開発事業） 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 国 予 算 額 H27 ４００千円 H28 ４００千円
(当初予算額)

１ 目的
人権意識を培うための学校教育の在り方について，都道府県教育委員会との連携・協力の下で幅

広い観点から実践的な研究を行い，人権教育に関する指導方法等の改善及び充実に資する。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概要

人権意識を培うための学校教育の在り方について，研究主題を設定し，教育活動全体を通じた実
践的な研究を行う。また，多様な体験活動を取り入れるなど，人権教育に関する指導内容と指導方
法等の工夫・改善を図る。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

霧島市立国分西小学校（Ｈ27～） 霧島市立国分西小学校（Ｈ27～）
事業・取組の ・研究主題 ・研究主題
具体的実施状 「子ども一人一人の人権意識を高める人権教育の 「子ども一人一人の人権意識を高める人権教育の
況 在り方」 在り方」

～一人一人が大切にされ，お互いのよさが発揮 ～他者を共感的にとらえ，自己肯定感を感じる
できる授業づくりを通して～ 子どもの育成を中心に～

・研究公開
鹿児島市立桜丘中学校（Ｈ26～） 平成29年2月研究公開予定
・研究主題

「互いを認め合い，支え合う，実践力のある生徒 鹿屋市立串良中学校（Ｈ28～）
の育成」 ・研究主題

～自己肯定感を高め，望ましい人間関係力を育む 「個性を認め合い，互いに尊重し合い，共に高め
教育活動の創造～ 合う生徒の育成」

・研究公開 ～豊かな仲間づくり，確かな学力の定着を通し
平成27年10月16日（金） て～
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具体的施策 教職員を対象とした人権・男女平等教育に関する研修の実施

事業・取組名 人権教育教職員等研修会（人権教育研修事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,517千円 H28 1,679千円
(当初予算額)

１ 目的
採用２年目の教職員等に対して，学校教育における人権教育指導方法等の在り方についての研修

事業・取組の を実施し，教職員の資質の向上及び人権教育の充実を図る。
目的，概要

２ 概要
講義，講演，演習（ビデオフォーラム・参加型学習），分科会

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

人権教育教職員等研修会 人権教育教職員等研修会
事業・取組の ・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所
具体的実施状 平成27年７月３日（金） 平成28年７月８日（金）
況 大島会場 大島会場

出席： 24人 出席： 23人（予定）
平成27年８月12日（水） 平成28年８月10日（水）

教育センター会場 教育センター会場
出席：254人 出席：232人（予定）

・ 対象 ・ 対象
採用２年目の教職員 採用２年目の教職員

・ 内容 ・ 内容
講義，講演，演習（ビデオフォーラム・参 講義，講演，演習（ビデオフォーラム・参加型
加型学習），分科会 学習），分科会

事業・取組名 人権教育管理職研修会（人権教育推進事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,455千円 H28 2,699千円
(当初予算額)

１ 目的
任用２年目の管理職（校長・教頭）を対象に，「人権教育及び人権啓発に関する法律」や「県人

権教育・啓発基本計画」を踏まえ，「管理職自身の人権意識の高揚を図るための講義」並びに「人
事業・取組の 権問題の解決に向けた講演」等を通して，人権尊重の理念について十分認識し，人権教育の視点に
目的，概要 立った学校経営の推進・充実を図る。

２ 概要
講義，講演，演習（これまでの事象に学ぶ），研究協議，まとめ

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

人権教育管理職研修会 人権教育管理職研修会
事業・取組の ・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所
具体的実施状 平成27年６月２日（火） 平成28年６月１日（水）
況 教育センター会場 教育センター会場

出席：113人 出席：137人（予定）
平成27年７月２日（木） 平成28年７月７日（木）

大島会場 県立奄美図書館 大島会場 県立奄美図書館
出席： 49人 出席： 55人（予定）

平成27年８月20日（木） 平成28年８月23日（木）
熊毛会場 種子島総合開発センター 熊毛会場 西之表市民会館

出席： 26人 出席： 25人（予定）

事業・取組名 人権教育指導者育成研修会（人権教育推進事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 102千円 H28 １０２千円
(当初予算額)

１ 目的
学校教育や社会教育における人権教育の一層の充実と広がりを図るため,教育事務所及び市町村

教育委員会に配置された指導主事等を対象に，「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」，
事業・取組の 「人権教育・啓発基本計画」の内容についての講義や指導方法に関する演習，人権問題解決のため
目的，概要 の講演等を内容とした研修会を開催し，地域や市町村，学校等へその成果を波及できる指導者を育

成する。
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２ 概要
講義，講話，演習（ビデオフォーラム・参加型学習），研究協議，まとめ

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所
事業・取組の 平成27年５月14日（木）～15日（金） 平成28年５月12日（木）～13日（金）
具体的実施状 県庁２階講堂 かごしま県民交流センター
況 出席：66人 出席：73人

・ 対象 ・ 対象
指導主事等 指導主事等

・ 内容 ・ 内容
講義（人権同和教育課） 講義（人権同和教育課）
講演（山口 武文氏） 講演（山口 武文氏）
演習 演習

（ビデオフォーラム・参加型学習） （ビデオフォーラム・参加型学習）
研究協議，まとめ 研究協議，まとめ

事業・取組名 教育行政等職員人権教育研修（人権教育推進事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目的
教育行政職員を対象とした人権教育の研修会を実施することにより，同和問題をはじめとする様々

事業・取組の な人権問題について正しい理解と認識を一層深め，人権教育・啓発施策の積極的な推進に資する。
目的，概要 ２ 概要

・ 教育庁職員全体を対象にした講演会（年２回実施）
・ 各所属における研修（年２回以上実施）

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

第１回教育行政等職員人権教育研修会 第１回教育行政等職員人権教育研修会
事業・取組の ・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所
具体的実施状 平成27年７月16日（木） 平成28年７月15日（金）
況 県庁２Ｆ講堂，出席：114人 県庁２Ｆ講堂，出席：130人（予定）

・ 対象：教育庁職員 ・ 対象：教育庁職員
・ 内容：講話（同和問題） ・ 内容：講話（同和問題）

第２回教育行政等職員人権教育研修会 第２回教育行政等職員人権教育研修会
・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所

平成27年12月17日（木） 平成28年12月22日（金）
県庁２Ｆ講堂，出席：137人 県庁２Ｆ講堂，出席：130人（予定）

・ 対象：教育庁職員 ・ 対象：教育庁職員
・ 内容：講話（子どもの人権） ・ 内容：講話（子どもの人権）

教育行政等職員人権教育研修 教育行政等職員人権教育研修
・ 各所属における研修（年２回以上実施） ・ 各所属における研修（年２回以上実施）

事業・取組名 人権教育実践研修会（人権教育推進事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,358千円 H28 1,442千円
(当初予算額)

１ 目的
事業・取組の 「鹿児島県人権教育・啓発基本計画」の趣旨を踏まえ，子ども一人一人の人権尊重精神の高揚を
目的，概要 図るために指導体制，指導内容，指導方法等の在り方などを探り，各学校における人権教育の一層

の推進・充実を図る。

２ 概要
指導主事等を対象とした人権教育指導主事等研修会と各学校の人権同和教育担当者を対象とした

人権教育授業実践研修会を教育事務所ごとに４年間で実施。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

人権教育指導主事等研修会 人権教育指導主事等研修会
事業・取組の ・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所
具体的実施状 平成27年５月13日（水） 平成28年５月11日（水）
況 教育委員会室 教育委員会室

・ 対象：各教育事務所等の指導主事等 ・ 対象：各教育事務所等の指導主事等
・ 内容：人権教育の指導方法の在り方 ・ 内容：人権教育の指導方法の在り方

参加： 13人 参加： 13人

人権教育授業実践研修会 人権教育授業実践研修会
・ 期日及び場所 ・ 期日及び場所

-91-



平成27年５月～９月 平成28年５月～９月
各地区の会議室(７地区で実施) 各地区の会議室(５地区で実施予定)

・ 対象：各学校の人権同和教育担当者 ・ 対象：各学校の人権同和教育担当者
・ 内容：人権教育の指導方法の改善・充実 ・ 内容：人権教育の指導方法の改善・充実
・ 参加：215人 ・ 参加：169人（予定）

施策の方向 (2)家庭や地域における男女共同参画の理解促進

施策の概要 ①地域社会における男女共同参画に関する学習機会の提供

具体的施策 男女共同参画に関する各種講座の開催や各地の各種団体等が開催するセミナーへの講師
派遣

事業・取組名 男女共同参画連絡調整事業
(予算事業名) （男女共同参画出前講座）【再掲】 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 940千円 H28 1,128千円
(当初予算額)

１ 目 的
地域や家庭において，固定的性別役割分担意識を解消し，人権尊重を基盤にした男女平等感の形

事業・取組の 成を図り，多様な生き方を可能にするため，教育・学習の充実を図る。
目的，概要

２ 概 要
かごしま県政出前セミナー等，各種団体等が開催するセミナーの講師として職員を派遣する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ○講師派遣 派遣要請による各種団体等への職員の派遣。
具体的実施状 ・南さつま市男女共同参画推進懇話会委員研修
況 H27. 7.17

参加者 16名

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業（各種講座の開催）【再掲】
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額)

１目 的 県民の男女共同参画に関する理解促進や男女共同参画を地域で推進する人材の育
成，若年層への意識啓発

事業・取組の
目的，概要 ２概 要 かごしま県民交流センターの研修室等を活用して，男女共同参画の推進に資する

各種講座等を開催するとともに，地域においても計画的に講座を開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座
事業・取組の 回 開催日 講 座 内 容 回 開催日 講 座 内 容
具体的実施状 ・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
況 １ の状況～男女共同参画社会 １ 男女共同参画の現状と課題

6/6（土） の実現によりめざす社会の 6/4（土） ・男女共同参画を学ぶという
現状～ こと－その学習観について

・男女共同参画を学ぶという ・男女共同参画についての基
こと－その学習観について 本的な考え方

・男女共同参画についての基 ～「男女共同参画」の概念
本的な考え方 について学ぶ～
～「男女共同参画」の概念

について学ぶ～

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/13（土） ～「私」との新しい出会い ２ 6/18（土） ～「私」との新しい出会い

のために，身近な人権とし のために，身近な人権とし
ての「男女共同参画」を学 ての「男女共同参画」を学
ぶ～ ぶ～

・「私」を振り返り「私」と ・「私」を振り返り「私」と
３ 6/20（土） 出会うワークショップ ３ 6/25（土） 出会うワークショップ

・「地域づくりと男女共同参 ・「地域づくりと男女共同参
４ 6/27（土） 画」 ４ 7/2（土） 画」

～男女共同参画の視点に立 ～男女共同参画の視点に立
った地域コミュニティづく った地域コミュニティづく
りについて学ぶ～ りについて学ぶ～

※オプションプログラムを6/20,6/27に実施 ※オプションプログラムを6/25,7/2に実施
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・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ３４８人

２ 男女共同参画地域協働推進講座 ２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 開催日 講 座 内 容 地 区 開催日 講 座 内 容
・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県

大崎 10/18(日) の状況 鹿屋 9/17(土) 男女共同参画の現状と課題
10/25(日) ・体験！野方地区ワークショ 9/24(土) ・男女共同参画の基本的な考

ップ え方について
・男女共同参画の基本的な考 ・男女共同参画と地域コミュ

え方 ニティづくり
・「私」を振り返り「私」と ・男女共同参画の視点で"私"

出会うワークショップ を振り返るワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
喜界 12/5(土) の状況 徳之島 11/5(土) 男女共同参画の現状と課題

12/6(日) ・男女共同参画社会の基本的 11/6(日) ・男女共同参画の基本的な考
な考え方 え方について

・体験！子どもたちの男女共 ・男女共同参画と地域コミュ
同参画学びの広場～早町小 ニティづくり
が取り組んだこと～ ・男女共同参画の視点で"私"

・男女共同参画と人権 を振り返るワークショップ
・「私」を振り返り「私」と

出会うワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・受講者：延べ７８人

３ デートＤＶ防止セミナー ３ デートＤＶ防止セミナー
・時 期：８月２２日
・開催場所：南さつま市総合保健福祉センタ

ー ふれあいかせだ ４ センター出前講座
・参加者 ：１８１人

４ センター出前講座
・派遣先：５団体
・参加者：２０５人

事業・取組名 子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業【再掲】
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,939千円 H28 1,938千円
(当初予算額)

１ 目 的
第２次鹿児島県男女共同参画基本計画の「戦略的取組」の一つである「子どもの頃から男女共同

参画の理解を深めるための教育現場における取組の推進」のメインとしてこの事業を実施すること
事業・取組の により，学校と家庭，地域が一体となって地域全体における人権意識や男女平等意識の醸成を図
目的，概要 る。

２ 概 要
・ 児童・生徒や教職員，保護者，地域住民を対象にワークショップやセミナーを実施し，その

取組の成果等を実践書としてまとめる。
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に，男女共同参画に関するワークショップの実践者を

養成する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 小・中学校におけるワークショップ等 １ 小・中学校におけるワークショップ等の開催
事業・取組の ・ 県内の７地区の小・中学校を対象に，児童・
具体的実施状 期日 派 遣 校 参加者数 生徒へのワークショップ，教職員へのセミナ
況 ー，保護者･地域住民へのワークショップを１

6/4 セットとして，講師を派遣する。
10/6 さつま町立盈進小学校 １２２

２ ワークショップ実践者養成講座の開催
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に講座

7/2 指宿市立開聞小学校 ２２４ を開催し，本講座を通して男女共同参画につい
て理解を深めるとともに，学校において男女共
同参画に関する参加型学習を実践するスキルを

7/13
霧島市立霧島小学校 ５３

身につける。

３ 実践書の作成・発行
8/20 指宿市立川尻小学校 ７４ ・ ワークショップやセミナー等の取組内容や参

12/12 加者の感想文等による事業取組状況をとりまと
めるとともに，ワークショップマニュアルをつ
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9/7 日置市立伊集院小学校 １９３ けた実践書を作成して，教育委員会や学校等に
配布する。（2,000部）

9/9 鹿児島市立東桜島中学校 ３３

10/2 指宿市立南指宿中学校 ３９７
2/10

10/10 日置市立上市来中学校 ７７
12/7
2/10

11/9 奄美市立赤木名小学校 １２６

11/17 指宿市立魚見小学校 １２３

12/3 和泊町立大城小学校 ８９

12/15 奄美市立笠利中学校 ４９

・講師 髙﨑恵さん

２ ワークショップ学生等サポーター養成講座
(1) 日 時 ８月２６日10:00～15:00

９月 ９日13:20～17:40
(2) 参加者数 ９人
(3) 内 容

・８月２６日：講義
「ワークショップの基本とデザイン」
「ワークショップサポーターの役割」

・９月９日：実習
鹿児島市立東桜島中学校での児童対象
ワークショップ

３ 実践書の作成・発行
(1) 発行：事業終了後１回 2,000部
(2) 配布先：県内小・中学校，各教育委員

会，ＰＴＡ団体，関係自治体，関係団体等

施策の概要 ② 社会教育における男女共同参画に関する教育・学習の推進

具体的施策 社会教育における人権や男女共同参画に関する学習・啓発活動の推進

事業・取組名 人権教育啓発活動促進事業
(予算事業名) 所管課等 社会教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 370千円 H28 370千円
(当初予算額)

１ 目的
事業・取組の 社会教育における人権教育の充実を図り，同和問題をはじめとする様々な人権課題についての正
目的，概要 しい理解と認識を深める。

２ 概要
各市町村における人権教育推進の状況を把握するとともに，各地域の指導者や人権教育を進める

職員の資質向上を図り，地域住民の人権意識や人権感覚を高める。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 人権教育指導者研修会 １ 人権教育指導者研修会
事業・取組の ・日 時 平成27年7月14日（火） ・日 時 平成28年7月12日（火）
具体的実施状 9時50分～16時30分 9時50分～16時30分
況 場 所 かごしま県民交流センター 場 所 かごしま県民交流センター

内 容 事例発表，講演，参加型学習 内 容 事例発表，講演，参加型学習
グループ討議 グループ討議

参加者数 65人
２ 人権教育ブロック別指導者研修会 ２ 人権教育ブロック別指導者研修会

時 期 6月～10月 時 期 5月～7月
実施機関 県下7地区，教育事務所単位で 実施機関 県下7地区，教育事務所単位で実施

実施 内 容 講演，参加型学習等
内 容 講演，参加型学習等
参加者数 857人

３ 人権教育調査指導 ３ 人権教育調査指導
時 期 8月～11月 時 期 8月～2月
調 査 先 14市町村 調 査 先 15市町

-94-



具体的施策 学校，家庭，地域の連携による人権や男女共同参画に関する教育の推進

事業・取組名 人権教育総合推進地域事業（人権教育開発事業）
(予算事業名) 所管課等 人権同和教育課

事 業 主 体 国 予 算 額 H27 990千円 H28 990千円
(当初予算額)

１ 目的
事業・取組の 学校，家庭，地域社会が一体となった人権教育の総合的な取組を都道府県教育委員会との連携・
目的，概要 協力の下で推進し，地域全体で人権意識を培うための人権尊重の精神を高め，一人一人を大切にし

た教育の充実に資する。
２ 概要

学校教育及び社会教育を通じて，学校，家庭，地域社会が一体となった人権教育の総合的な取組
を推進し，地域全体で人権尊重の精神を高める方策について実践的な研究を行う。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

さつま町（Ｈ27～） さつま町（Ｈ27～29）
事業・取組の ・ 研究主題 ・ 研究主題
具体的実施状 「人がかがやく さつま町」の実現に向けて 「人がかがやく さつま町」の実現に向けて
況 ～学校・家庭・地域との連携・協力による取組 ～学校・家庭・地域との連携・協力による取組

～ ～
・ 推進協力校 ・ 推進協力校

さつま町立佐志小学校，宮之城中学校 さつま町立佐志小学校，宮之城中学校
＊ ８／２４人権啓発フェスティバル 参加者５５０人 ＊ 人権啓発フェスティバルの実施

１２／２２人権カレンダーの配布 全戸９６００余戸 人権カレンダーの配布

施策の概要 ③ 男女共同参画の視点に立った家庭教育の推進と相談体制の充実

具体的施策 家庭教育関係者の男女共同参画の理解促進と家庭教育に係る相談の充実

事業・取組名 地域ぐるみの家庭教育支援事業
(予算事業名) （家庭教育支援員研修会） 所管課等 社会教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 3,809千円 H28 3,809千円
(当初予算額)

１ 目的
市町村において，家庭教育支援に関する活動（相談対応や専門家の紹介，家庭教育情報の収集・提

事業・取組の 供，効果的な学習機会の企画・運営等）を整備・調整・推進する人材を養成するため，家庭教育に関する
目的，概要 幅広い知識やカウンセリング等の専門的な技能に関する研修会を開催し，家庭教育支援の充実に資

する。
２ 概要

家庭教育支援員研修会の実施

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

・ 家庭教育支援員研修会 58人受講 ・ 家庭教育支援員研修会
事業・取組の 大島会場 平成27年10月１日～２日 22人受講 大島会場 平成28年10月６日～７日
具体的実施状 鹿児島会場 平成27年10月15日～16日 36人受講 鹿児島会場 平成28年10月25日～26日
況

※基礎講座 ２日間 ※基礎講座 ２日間
スキルアップ講座 １日間(２日目に実施) スキルアップ講座 １日間(２日目に実施)

具体的施策 保護者等に対する男女共同参画の理解促進のための学習機会の提供

事業・取組名 男女共同参画連絡調整事業
(予算事業名) （男女共同参画出前講座）【再掲】 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 940千円 H28 1,128千円
(当初予算額)

１ 目 的
保護者等が男女共同参画について正しく理解することにより，学校だけでなく地域・家庭生活に

事業・取組の おける男女共同参画教育の促進を図る。
目的，概要

２ 概 要
かごしま県政出前セミナー等において，男女共同参画についてのテーマを希望する学校等へ職員

を派遣する。
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Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

事業・取組の ○講師派遣 派遣要請による各種団体等への職員の派遣。
具体的実施状 ・南さつま市男女共同参画推進懇話会委員研修
況 H27. 7.17

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （学校への男女共同参画お届けセミナー）【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

配偶者等からの暴力対策推進事業
（デートＤＶ防止お届けセミナー）【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) 2,178千円 2,167千円

１目 的
生徒や教職員，保護者の男女共同参画に関する理解を深め，学校等における男女共同参画の

取組の促進を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２概 要

学校が開催する研修会等に講師を派遣し，生徒や教職員，保護者を対象に男女共同参画に関
するセミナーを開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 学校への男女共同参画お届けセミナー １ 学校への男女共同参画お届けセミナー
事業・取組の ・時 期：６月～２月 ・時 期：７月～２月
具体的実施状 ・実施校：１０高校 ・対 象：県内高等学校等 １５校
況 ・受講者：５，３４０人(生徒，教職員)

・内 容：「男女共同参画社会の実現に向
けた課題」「アサーティブなコ
ミュニケーション」「性別に起
因する人権問題」「デートＤＶ」

事業・取組名 子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業【再掲】
(予算事業名) 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 1,939千円 H28 1,938千円
(当初予算額)

１ 目 的
第２次鹿児島県男女共同参画基本計画の「戦略的取組」の一つである「子どもの頃から男女共同

参画の理解を深めるための教育現場における取組の推進」のメインとしてこの事業を実施すること
事業・取組の により，学校と家庭，地域が一体となって地域全体における人権意識や男女平等意識の醸成を図
目的，概要 る。

２ 概 要
・ 児童・生徒や教職員，保護者，地域住民を対象にワークショップやセミナーを実施し，その

取組の成果等を実践書としてまとめる。
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に，男女共同参画に関するワークショップの実践者を

養成する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 小・中学校におけるワークショップ等 １ 小・中学校におけるワークショップ等の開催
事業・取組の ・ 県内の７地区の小・中学校を対象に，児童・
具体的実施状 期日 派 遣 校 参加者数 生徒へのワークショップ，教職員へのセミナ
況 ー，保護者･地域住民へのワークショップを１

6/4 セットとして，講師を派遣する。
10/6 さつま町立盈進小学校 １２２

２ ワークショップ実践者養成講座の開催
・ 教職員や教職員をめざす学生等を対象に講座

7/2 指宿市立開聞小学校 ２２４ を開催し，本講座を通して男女共同参画につい
て理解を深めるとともに，学校において男女共
同参画に関する参加型学習を実践するスキルを

7/13
霧島市立霧島小学校 ５３

身につける。

３ 実践書の作成・発行
8/20 指宿市立川尻小学校 ７４ ・ ワークショップやセミナー等の取組内容や参

12/12 加者の感想文等による事業取組状況をとりまと
めるとともに，ワークショップマニュアルをつ

9/7 日置市立伊集院小学校 １９３ けた実践書を作成して，教育委員会や学校等に
配布する。（2,000部）

9/9 鹿児島市立東桜島中学校 ３３

-96-



10/2 指宿市立南指宿中学校 ３９７
2/10

10/10 日置市立上市来中学校 ７７
12/7
2/10

11/9 奄美市立赤木名小学校 １２６

11/17 指宿市立魚見小学校 １２３

12/3 和泊町立大城小学校 ８９

12/15 奄美市立笠利中学校 ４９

・講師 髙﨑恵さん

２ ワークショップ学生等サポーター養成講座
(1) 日 時 ８月２６日10:00～15:00

９月 ９日13:20～17:40
(2) 参加者数 ９人
(3) 内 容

・８月２６日：講義
「ワークショップの基本とデザイン」
「ワークショップサポーターの役割」

・９月９日：実習
鹿児島市立東桜島中学校での児童対象
ワークショップ

３ 実践書の作成・発行
(1) 発行：事業終了後１回 2,000部
(2) 配布先：県内小・中学校，各教育委員

会，ＰＴＡ団体，関係自治体，関係団体等

施策の方向 多様な選択を可能にする教育及び能力開発・学習機会の充実

施策の概要 ① 男女共同参画の視点に立った総合的なキャリア教育の推進と進路・就職指導の充実

具体的施策 生徒・学生の主体的な進路選択能力の育成

事業・取組名 自己理解と自己実現をめざす進路指導
(予算事業名) 所管課等 義務教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目 的 小・中・高等学校の要望により，企業から講師を派遣して出前授業や講演会等を
行ったり，インターンシップ（就業体験）を行うことにより，児童・生徒に学ぶこ
との意味や楽しさを伝えるとともに，勤労観・職業観の育成を図る。

事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要 ・企業経営者による出前授業

・企業経営者による生き方等に関する講演・講話
・県内事業所における職場体験学習

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

鹿児島県教育委員会 鹿児島県教育委員会
事業・取組の 「未来を拓くキャリア教育」推進事業 「未来を拓くキャリア教育」推進事業
具体的実施状 ①学校への講師派遣事業 ①学校への講師派遣事業
況 （講師派遣 小学校 ５校） 合計１５校 ②中学生のインターンシップ事業

（講師派遣 中学校 １０校）
②中学生のインターンシップ事業

→２校２人
（参考）
※各中学校における職場体験学習の実施状況
・実施率は１００％
・連続３日間以上での実施率は８４．９％

事業・取組名 未来を拓くキャリア教育の推進
(予算事業名) 所管課等 高校教育課

事 業 主 体 県（教育委員会） 予 算 額 H27 12,096千円 H28 9,325千円
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関係経済７団体 (当初予算額)

１ 中・高校生のためのインターンシップ事業
①目 的 中学生及び高校生の自己の在り方生き方を考え，将来の社会参画の実現に向けて必要

な能力や態度の育成を図るとともに，高校や大学進学後の学問の意義を体験的に自覚
事業・取組の させ，学習意欲の向上を図る。
目的，概要 ②概 要 経済団体等と連携・協力を強化した中で，インターンシップを全県的に実施する。

③実施主体 県教育委員会，県内関係経済７団体
２ 学校への講師派遣事業

①目 的 講演会等を通して，小中高校生に学ぶことの意味や楽しさを伝えるとともに自己の在
り方生き方を考え，将来の社会参画の実現に向けて必要な能力や態度の育成を図る。

②概 要 講師として登録した経営者や技術者等を小中高校へ派遣し，講演会や出前授業を実施
する。

③実施主体 県教育委員会，県内関係経済７団体
３ キャリアカウンセラー配置事業

①目 的 生徒が主体的に進路を選択・決定するなど，社会人・職業人として自立できるように
生徒へのカウンセリングや各高校等での合同面接会や新規求人開拓等の就職支援を行
う。

②概 要 企業の管理職経験者等を「キャリアカウンセラー」として県立高校に配置する。
③実施主体 県教育委員会

※ 男女共同参画の視点では，男女を理由とする進路の偏り（例：女性だから文系）のないように，
本人の希望を尊重した指導などに努めることが必要である。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 中・高校生のためのインターンシップ事業 １ 中・高校生のためのインターンシップ事業
事業・取組の ① 参加生徒数 ① 参加実施学年
具体的実施状 中学校:2校,2人(女2人) 中・高校生１･２年生（夏期休業中1～5日）
況 高 校:10校,43人(男8人,女35人)計45人 ② 参加生徒予定数

② 受入事業所 15事業所 全県で60人程度（各事業所１～3人）
③ 受入事業所 64事業所

２ 学校への講師派遣事業
① 登録講師(経済同友会，経営者協会，商 ２ 学校への講師派遣事業

工会議所など) 66人（85テーマ） ① 登録講師(経済同友会,経営者協会,商工会議
② 講師派遣実施校 所など) 59人（86テーマ）

小学校4校,中学校16校,高校9校,計29校
３ キャリアカウンセラー配置事業

３ キャリアカウンセラー配置事業 ① 配置月数 11か月（５月～翌３月）
① 配置月数 11か月（5月～翌３月） ② 配置人数 7人(県立高校7校に配置)
② 配置人数 9人(県立高校9校に配置) （男６人，女１人）で県立高校61校を担当

（男７人，女２人）で県立高校64校を担当 ③ 求人開拓実績
③ 求人開拓実績 ④ 進路相談数

企業訪問件数：1,292件
④ 進路相談数：1,493人

具体的施策 多様な職業選択を推進する指導とそのための教育関係者に対する研修会等の実施

事業・取組名 進路・就職指導に携わる教育関係者を対象とする研修会
(予算事業名) 所管課等 義務教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目 的
児童生徒のキャリア発達をめざした教育活動のあり方についての講義や研究協議を通して，

キャリア教育の理念に根ざした進路指導の改善や教員の資質，指導力の向上を図る。
事業・取組の
目的，概要 ２ 概 要

○県総合教育センターによる「移動講座」と「短期研修講座」の実施
・キャリア教育に関する基礎講座
・外部講師による講話
・事例発表を通した研究協議

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
事業・取組の
具体的実施状 ○「短期研修講座」 ○「短期研修講座」
況 ・10月22日～23日（県総合教育センター） ・８月23日～24日（県総合教育センター）

〈教員９名〉

事業・取組名 進路・就職指導に携わる教育関係者を対象とする研修会
(予算事業名) 所管課等 高校教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
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(当初予算額)

１ 目的
生徒が自らの意思と責任で進路を選択決定し，自立していくことができるよう各学校における

キャリア教育の充実を図り，学ぶことや働くことへの関心・意欲の向上を図る。
事業・取組の ２ 概要
目的，概要 高等学校の進路指導担当者を対象として，各学校の抱える進路指導上の諸問題について協議

し，その解決に向けた改善を図る。
○高等学校進路指導担当者研究協議会の実施

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

高等学校進路指導担当者研究協議会 高等学校進路指導担当者研究協議会
事業・取組の 主催 鹿児島県教育委員会 主催 鹿児島県教育委員会
具体的実施状 期日 平成27年11月27日（金） 期日 平成28年７月15日（金）
況 場所 県総合教育センター 場所 県総合教育センター

対象 県内各高等学校の進路指導担当者 対象 県内各高等学校の進路指導担当者
参加者 78名 参加者 85名（予定）

（内容） （内容）
講話，取組事例報告，分科会 講話，取組事例報告，分科会

具体的施策 職場体験やインターンシップの機会の提供

事業・取組名 自己理解と自己実現をめざす進路指導【再掲】
(予算事業名) 所管課等 義務教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目 的 小・中・高等学校の要望により，企業から講師を派遣して出前授業や講演会等を
事業・取組の 行ったり，インターンシップ（就業体験）を行うことにより，児童・生徒に学ぶこ
目的，概要 との意味や楽しさを伝えるとともに，勤労観・職業観の育成を図る。

２ 概 要 ・企業経営者による出前授業
・企業経営者による生き方等に関する講演・講話
・県内事業所における職場体験学習

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

鹿児島県教育委員会 鹿児島県教育委員会
事業・取組の 「未来を拓くキャリア教育」推進事業 「未来を拓くキャリア教育」推進事業
具体的実施状 ①学校への講師派遣事業 ①学校への講師派遣事業
況 （講師派遣 小学校 ５校） 合計１５校 ②中学生のインターンシップ事業

（講師派遣 中学校 １０校）
②中学生のインターンシップ事業

→２校２人
（参考）
※各中学校における職場体験学習の実施状況
・実施率は１００％
・連続３日間以上での実施率は８４．９％

事業・取組名 未来を拓くキャリア教育の推進【再掲】
(予算事業名) 所管課等 高校教育課

事 業 主 体 県（教育委員会） 予 算 額 H27 12,096千円 H28 9,325千円
関係経済７団体 (当初予算額)

１ 中・高校生のためのインターンシップ事業
①目 的 中学生及び高校生の自己の在り方生き方を考え，将来の社会参画の実現に向けて必要

な能力や態度の育成を図るとともに，高校や大学進学後の学問の意義を体験的に自覚
事業・取組の させ，学習意欲の向上を図る。
目的，概要 ②概 要 経済団体等と連携・協力を強化した中で，インターンシップを全県的に実施する。

③実施主体 県教育委員会，県内関係経済７団体
２ 学校への講師派遣事業

①目 的 講演会等を通して，小中高校生に学ぶことの意味や楽しさを伝えるとともに自己の在
り方生き方を考え，将来の社会参画の実現に向けて必要な能力や態度の育成を図る。

②概 要 講師として登録した経営者や技術者等を小中高校へ派遣し，講演会や出前授業を実施
する。

③実施主体 県教育委員会，県内関係経済７団体
３ キャリアカウンセラー配置事業

①目 的 生徒が主体的に進路を選択・決定するなど，社会人・職業人として自立できるように
生徒へのカウンセリングや各高校等での合同面接会や新規求人開拓等の就職支援を行
う。
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②概 要 企業の管理職経験者等を「キャリアカウンセラー」として県立高校に配置する。
③実施主体 県教育委員会

※ 男女共同参画の視点では，男女を理由とする進路の偏り（例：女性だから文系）のないように，
本人の希望を尊重した指導などに努めることが必要である。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 中・高校生のためのインターンシップ事業 １ 中・高校生のためのインターンシップ事業
事業・取組の ① 参加生徒数 ① 参加実施学年
具体的実施状 中学校:2校,2人(女2人) 中・高校生１･２年生（夏期休業中1～5日）
況 高 校:10校,43人(男8人,女35人)計45人 ② 参加生徒予定数

② 受入事業所 15事業所 全県で60人程度（各事業所１～3人）
③ 受入事業所 64事業所

２ 学校への講師派遣事業
① 登録講師(経済同友会，経営者協会，商 ２ 学校への講師派遣事業

工会議所など) 66人（85テーマ） ① 登録講師(経済同友会,経営者協会,商工会議
② 講師派遣実施校 所など) 59人（86テーマ）

小学校4校,中学校16校,高校9校,計29校
３ キャリアカウンセラー配置事業

３ キャリアカウンセラー配置事業 ① 配置月数 11か月（５月～翌３月）
① 配置月数 11か月（5月～翌３月） ② 配置人数 7人(県立高校7校に配置)
② 配置人数 9人(県立高校9校に配置) （男６人，女１人）で県立高校61校を担当

（男７人，女２人）で県立高校64校を担当 ③ 求人開拓実績
③ 求人開拓実績 ④ 進路相談数

企業訪問件数：1,292件
④ 進路相談数：1,493人

具体的施策 女子学生・生徒の理工系分野への進学促進

事業・取組名 鹿児島県理科に関する研究記録展
(予算事業名) 所管課等 義務教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 － 千円 H28 － 千円
(当初予算額)

１ 目 的 小・中・高等学校の児童生徒を対象とした理科に関する研究記録展の実施を通し
て，将来にわたる探求心や課題解決能力を培う機会とする。

事業・取組の ２ 概 要 ・研究記録展の募集と各小・中・高等学校での指導
目的，概要 ・校内審査，市町村審査，地区審査，県審査を通した研究記録作品の質の向上

・優秀作品の表彰及び展示会，県立博物館の移動展示との提携による取組の波及

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

全県下の全ての小中高等学校に作品を公募し， 全県下の全ての小中高等学校児童生徒を対象に作
事業・取組の 地区審査を経た332点が県審査に出品された。 品を公募する。
具体的実施状 【県出品数】
況 小学校低学年66点 小学校中学年80点

小学校高学年80点 中学校106点
県教育委員会としては優秀作品に対して知事

賞３点（賞状及び楯）県教育委員会賞（賞状及
び楯）を交付した。

施策の概要 ②生涯にわたる学習機会の充実と能力開発の促進

具体的施策 男女のニーズに対応する学習や能力開発の機会の提供

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業（各種講座の開催）【再掲】
(予算事業名) 配偶者等からの暴力対策推進事業（デートＤＶ防止お届け 所管課等 男女共同参画センター

セミナー）【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 2,803千円 H28 2,463千円
(当初予算額) 2,178千円 2,167千円

１目 的
県民の男女共同参画に関する理解促進や男女共同参画を地域で推進する人材の育成，若年層

事業・取組の の暴力未然防止のための意識啓発，女性のエンパワメント，男性への意識啓発を促進する。
目的，概要

２概 要
かごしま県民交流センターの研修室等を活用して，男女共同参画の推進に資する各種講座等を

開催する。

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画
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１ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座
事業・取組の 回 開催日 講 座 内 容 回 開催日 講 座 内 容
具体的実施状 ・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
況 １ の状況～男女共同参画社会 １ 男女共同参画の現状と課題

6/6（土） の実現によりめざす社会の 6/4（土） ・男女共同参画を学ぶという
現状～ こと－その学習観について

・男女共同参画を学ぶという ・男女共同参画についての基
こと－その学習観について 本的な考え方

・男女共同参画についての基 ～「男女共同参画」の概念
本的な考え方 について学ぶ～
～「男女共同参画」の概念

について学ぶ～

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/13（土） ～「私」との新しい出会い ２ 6/18（土） ～「私」との新しい出会い

のために，身近な人権とし のために，身近な人権とし
ての「男女共同参画」を学 ての「男女共同参画」を学
ぶ～ ぶ～

・「私」を振り返り「私」と ・「私」を振り返り「私」と
３ 6/20（土） 出会うワークショップ ３ 6/25（土） 出会うワークショップ

・「地域づくりと男女共同参 ・「地域づくりと男女共同参
４ 6/27（土） 画」 ４ 7/2（土） 画」

～男女共同参画の視点に立 ～男女共同参画の視点に立
った地域コミュニティづく った地域コミュニティづく
りについて学ぶ～ りについて学ぶ～

※オプションプログラムを6/20,6/27に実施 ※オプションプログラムを6/25,7/2に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ３４８人

２ 男女共同参画地域協働推進講座 ２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 開催日 講 座 内 容 地 区 開催日 講 座 内 容
・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県

大崎 10/18(日) の状況 鹿屋 9/17(土) 男女共同参画の現状と課題
10/25(日) ・体験！野方地区ワークショ 9/24(土) ・男女共同参画の基本的な考

ップ え方について
・男女共同参画の基本的な考 ・男女共同参画と地域コミュ

え方 ニティづくり
・「私」を振り返り「私」と ・男女共同参画の視点で"私"

出会うワークショップ を振り返るワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・データに見る男女共同参画 ・データで読み取る鹿児島県
喜界 12/5(土) の状況 徳之島 11/5(土) 男女共同参画の現状と課題

12/6(日) ・男女共同参画社会の基本的 11/6(日) ・男女共同参画の基本的な考
な考え方 え方について

・体験！子どもたちの男女共 ・男女共同参画と地域コミュ
同参画学びの広場～早町小 ニティづくり
が取り組んだこと～ ・男女共同参画の視点で"私"

・男女共同参画と人権 を振り返るワークショップ
・「私」を振り返り「私」と

出会うワークショップ
・地域づくりと男女共同参画

・受講者：延べ７８人
３ 学校への男女共同参画お届けセミナー

３ 学校への男女共同参画お届けセミナー ・時 期：７月～２月
・時 期：６月～２月 ・対 象：県内高等学校等 １５校
・実施校：１０高校
・受講者：５，３４０人(生徒，教職員) ４ デートＤＶ防止セミナー
・内 容：「男女共同参画社会の実現に向け

た課題」「アサーティブなコミュ ５ センター出前講座・研修等の受け入れ
ニケーション」「性別に起因する
人権問題」「デートＤＶ」 ６ 男性への意識啓発事業

・期 日：２月
４ デートＤＶ防止セミナー ・場 所：かごしま県民交流センター

・時 期：８月２２日 ・対象者：30代40代の男性
・開催場所：南さつま市総合保健福祉センタ

ー ふれあいかせだ
・参加者 ：１８１人

５ 女性のエンパワメントセミナー
出会いを"ちから"に学びを"行動"に
～２０１６素敵に出会う日曜日～

回 開催日 内 容
私の働くちから・キャリ
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第1回 2/14(日) アについて考える
・女性のエンパワメント

について
・「女性が働き続けるこ

と」について考える
"女性のライフイベント"

第2回 2/21(日) と"リーガル･リテラシ
ー"

デザインしてみよう！
第3回 2/28(日) これからの "私たちの学

びの場"
・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ９３人

６ センター出前講座
・派遣先：５団体
・参加者：２０５人

７ 男性への意識啓発事業
・期 日：２月２０日（土）
・場 所：かごしま県民交流センター
・テーマ：30代・40代「男性が人生をデザイ

ンするために」
・対象者：30代40代の男性
・講 師：濱田智崇さん

京都橘大学助教/臨床心理士/カウ
ンセリングオフィス天満橋代表）

・受講者：２８人

事業・取組名 学習機会提供事業
(予算事業名) 所管課等 社会教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H27 3,346千円 H28 3,217千円
(当初予算額)

１ 目的
高度化・多様化する県民の生涯学習ニーズに応えるため，大学等と連携して，現代的課題や社

事業・取組の 会的要請に基づく学習機会の提供を図る。
目的，概要 ２ 概要

(1) 対象者：県内居住の成人
(2) 定 員：１講座あたり３０人程度以上（会場施設の収容人数により異なる）
(3) 時間数：１講座あたり９０分程度

Ｈ２７年度の実績 Ｈ２８年度の計画

１ 講座数 １ 講座数
事業・取組の 10会場26講座 10会場26講座
具体的実施状 ２ 受講者数 ２ 会場
況 856人（男性：365人，女性：491人） かごしま県民交流センター，南薩，北薩，

３ 講座内容 姶良・伊佐，大隅(3)，熊毛，大島(2)
家庭教育，青少年教育，健康・食生活， ※ 大隅は3会場，大島は2会場
郷土理解，介護・福祉，人権教育 等 ３ 講座内容

現代的課題や社会的要請に基づく内容等
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